
図
学
研
究

日
本
図
学
会

01

03

11

16
27
33
33
34

42

43

近藤 邦雄

増田 聡・横山ゆりか・舘 知宏

三谷 純

横山 弥生・辻合 秀一
田代 ゆき子 他

阿部 浩和 他

加藤 道夫

巻頭言

研究論文
走行中の自転車から識別可能な案内標識の研究̶都心幹線道路を例として̶

講座
図学と折り紙（2）

報告
日本図学会2012年度春季大会報告
日本図学会2012年度春季大会研究発表要旨
第7回日本図学会論文賞
2011年度秋季大会優秀研究発表賞・研究奨励賞
第48回図学教育研究会報告

新刊紹介
総合芸術家ル・コルビュジエの誕生　評論家・画家・建築家

会告・事務局報告

JAPAN SOCIETY FOR GRAPHIC SCIENCE

第46巻3号
通巻137号
2012年（平成24年）
9月

ISSN
 0387-5512

Vol.46
No.3

September
2012

日本図学会

第
46巻

3号
通
巻
137号

Kunio KONDO

Satoshi MASUDA, Yurika YOKOYAMA, Tomohiro TACHI

Jun MITANI

Yayoi YOKOYAMA, Shuichi TSUJIAI
Yukiko TASHIRO et al.

Hirokazu ABE

Michio KATO

 

Message

Research Paper
A Study on Street Signs Identifiable to Cyclists

Seminar
Graphic Science and Origami (2)

Report
Report on the Spring Meeting of 2012
Summaries of Papers in the Spring Meeting of 2012
Report on the 7th Prize of Papers of JSGS
Report on the 48th Graphic Education Forum

Book Review
The Birth of Le Corbusier as a General Artist

Newsletter

01

03

11

16
27
33
34

42

43



巻頭言 M E S S A G E

「仮想空間と現実空間」のモデリング

近藤 邦雄 Kunio KONDO

仮想世界と現実世界
コンピュータグラフィックスによるさまざまなデジタル映像には，３次元空間を

表すモデルが利用される．この３次元空間は，コンピュータ内部で作られるので，

「仮想空間」といえる．現在のデジタル映像は仮想空間を利用するだけではなく，

「現実空間」を利用して，一つの作品にすることも多くなった．そのため，デジタ

ル映像は「仮想空間」内だけで作られるとはいえなくなった．

また，VR技術は，仮想空間で仮想物体を３次元的に理解するために使われてい

る．実写映像であれば，現実空間の理解をその場でなくても観察ができるなどのメ

リットがある．仮想空間内の対象に対して対話的に作用したりすることができると

いう特徴がある．さらに技術が発展し，AR（拡張現実）の技術が普及してきた．

現実空間にさまざまな情報を付加することによって，現実空間をより拡張していく

ことができる．仮想世界と現実世界がどんどんと融合して拡大してきている．

現実世界における仮想世界の利用
一方，機械設計，建築設計の最終的な成果は，現実に存在する．このような分野

は常に現実世界に存在する対象物を相手にしている．この現実世界における対象を

制作するために，設計図面がある．この図面は紙という現実世界のものを利用する

ことも多いが，コンピュータ支援設計などによって，仮想空間内で作成されること

も多くなった．現実世界を構築していくための仮想空間の利用である．

機械や建築分野ではこのような設計による「図」の活用は当たり前であり，それ

を利用して「ものつくり」が行われてきた．CADの発展もこのような流れの中で

展開してきた．これに対して，コンピュータグラフィックスの分野では，初期から

映像が中心であり，その「表現」技術に注目が集まっており，現実空間への活用に

対する視点はあまりなかった．

しかし，最近は，CG研究者らも映像への応用だけでなく，現実世界の対象物の

制作にも注目しており，折り紙，ペーパークラフト，ぬいぐるみ，ビーズデザイン，

椅子など日用品などの製品デザインへの展開も進んできている．

ラピッドプロトタイピング技術の広がり
紫外線で硬化する樹脂を使って，コンピュータ内部の３次元モデルを，現実のモ

デルにすることができるラピッドプロトタイピング技術が１９９０年頃にはすでに確立

されており，医学分野や工業分野では利用され始めていた．すでに２０年が過ぎてい

る．この数年で一段とこの技術は普及し，日用品のデザイン評価やフィギャ制作な

どにも利用されるようになった．

この技術は，３次元モデルの制作が高速にできるとか NC加工に比べて清潔で

あるとかの特徴を持っていたが，これらは実際に制作してみると，期待ほどではな
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かった．大きな対象物は夜中の間に連続運転して朝に制作がやっと終わるという状

況であった．清潔という点も確かに良い面はあったが，加工後に余分な部分を取り

除くために，掃除機のような機器を利用したり，薬品を利用して洗い落としたりす

ることを手作業で行ったりすることもあった．私の今までの経験からいえば，この

技術の一番の有用性は，NC加工できないような形状の制作や複数の部品の一括制

作である．

最近は，光硬化樹脂などのようにプロトタイプのための材料ではなく，加工後に

そのまま製品として使えるような素材も使えるようになってきている．また，安価

な機器も発売されてきており，注目されている技術の一つといえる．

図学会におけるデジタルモデリングと今後の活動
日本図学会の研究分野には，機械，建築，造形デザインなど，仮想空間ではなく

現実の空間で利用する対象物，製品を制作する総合的，統合的な技術の提案が含ま

れている．簡易なラピッドプロトタイピング機器なども普及し始めており，３次元

プリンターという名称も新聞やテレビで耳にするようになっている．今後，一段と

「仮想世界」で制作したモデルを「現実世界」で評価することが行われるようにな

ると考えられる．

本学会では，埼玉県における産学官連携によるデジタルモデリングコンテストの

成果をもとに，２００６年より本学会ではデジタルモデリングコンテストを実施してい

る．埼玉県の活動は，町田氏と筆者が中心的に行ってきており，本学会でのコンテ

ストの運営にも強くかかわってきた．そして㈱アルテックの協力も得て，コンテス

トで表彰されたモデルの制作を行ってきた．これらの表彰作品の一例を下記に示

す．

この制作された「仮想モデル」，「実体モデル」の評価は，コンテストにおいて難

しい課題である．昨年，審査の取りまとめを担当した西井氏はこのモデリングの評

価方法のより良い手法の提案を本学会で行うことが重要であると指摘している．図

学会のさまざまな活動において，実体モデルの制作，つまり仮想空間のモデリング

手法を生かした「デザイン，設計」に関する議論を深めることが，次世代の新しい

設計，デザイン手法の確立につながると考えている．

─────────────

こんどう くにお

東京工科大学 教授

名古屋大学，東京工芸大学，

埼玉大学を経て，現職．

コンピュータグラフィック

ス，インタラクティブモデリ

ング，アニメやゲーム制作の

ためのコンテンツ工学を研究

第２回 最優秀賞
「shelling julia」
中山 雅紀

第２回 優秀賞
「三角柱をひねった
ガラガラ」
小柳 久佐

第３回 最優秀賞
「立体カムとローラ
フォロアの相対運動
による包絡面］
香取 英男
佐久田 博司

第３回 最優秀賞
「Design By Box」

安藤 直見
柴田 晃宏
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１．本研究の背景と目的
近年，自転車人口の増加に伴い，自転車関連の事故が

急増している．特に３．１１以降，自転車通勤者が増えてお

り注１，通勤時間帯の都心部の幹線道路は自動車と自転車

の密度が高く，危険な状態にある注２．

自転車が幹線道路に集中するのは，自動車標識のある

幹線道路以外では目的地までのルートがわかりにくいこ

とが少なからず影響していると考えられる．実際には，

目的地に至るルートは１つではない．一部にしか知られ

ていない快適かつ安全に走行できる“抜け道”も存在す

る．このような自転車に適した走行空間へと誘導する案

内標識のニーズは極めて大きく，自転車の長距離移動や

安全かつ適正な利用促進にとってきわめて重要であると

考えられる．

既存の街で配置されている車のための案内標識は，遠

くの目的地までの案内表示しかなかったり，見上げなけ

ればならなかったり，交通量の激しいところや危険な箇

所を通過しなければならない場合があるなど，自転車に

適しているとは考えにくい．

自転車に適した案内標識は，将来的に自転車専用道へ

と誘導する際にも必要であり，また交通量過多を減ら

し，事故の発生確率を下げるとともに，回遊性向上によ

る地域活性化にも寄与しうると考える．

現在のところ，自転車にとって最適な標識を扱った研

究事例はほとんど存在しない．そこで本研究では，事故

が発生しやすく，かつ回遊性向上による地域活性化の幅

が大きいと思われる，都心部において，幹線道路沿いを

走行する自転車から識別可能な案内標識に関する知見を

得ることを目的とする．

具体的には，都心の幹線道路を CG空間上に作成し，

自転車利用者に走行画面を提示することで，案内標識の

発見距離と可読距離と感覚指標に対する大きさ，色，設

置高さが与える影響を考察した．

●研究論文

走行中の自転車から識別可能な案内標識の研究
―都心幹線道路を例として―
A Study on Street Signs Identifiable to Cyclists

増田 聡 Satoshi MASUDA

横山 ゆりか Yurika YOKOYAMA

舘 知宏 Tomohiro TACHI

概要

本研究では，フォトリアリスティックな CG表現を用い

て，現実に近い背景刺激の中で，大きさ・色・設置高さを変

更した自転車標識の知覚実験を行い，発見距離・可読距離・

感覚指標を記録した．分析の結果，以下の知見が得られ

た．１）都心部を時速１５kmで走行する場合，大きさ１４５０mm

×３００mm，文字サイズ１００mm，設置高さ２．５m，国基準の青

地に白文字の標識には，５８m程度手前で気付き，１２m程度

手前で判読できる．２）一般的な歩行者用標識の文字は，走

行時の自転車用標識としては大きさが不十分である．３）判

読しやすい配色とされる黄と紺の組み合わせに対して，青と

白の組み合わせは可読距離に有意差はなかった．４）国基準

の青色は，発見距離が日影の変化の影響を受けやすいが，色

相を６０度赤色側に変えた青紫色は，日影の変化の影響を受け

にくい．５）設置高さ２．５mと３．０mの標識では，発見距離・

可読距離・感覚指標に差はなかった．従って，より焦点に近

く無理なく目に入りやすい２．５mの方が適切である．

キーワード：空間認識／CG／自転車／知覚実験／サイン

Abstract
In this research, we conducted experiments in which the

perception of bicycle signage was examined by using photo-

realistic CG model. We studied suitable character size and

signboard size, character color and signboard color, and height of

the signboard from the ground in the sight of the cyclists running

in the city center at 15 km/h. The results include the following

points. 1) The character size for the pedestrian signage is

insufficient in a signage for cyclists. 2) A blue-purple color is

comparatively less affected by the changes of the shadow.

Keywords : Spatial Cognition / CG / Bicycle / Perception /

Signage
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２．CG空間の作成と実験の概要
２．１．自転車標識のデザイン

道路における標識体系は，自動車系と歩行者系が存在

しており，今回自転車系の標識を考える上で比較対象と

なる．標識を設計する際には，利用者の違いに応じた移

動速度と情報量，設置高さ・大きさに十分配慮する必要

があり［１］，自転車標識には歩行者系と自動車系の中間の

情報量，設置高さ，大きさが適切であると考えられる．

そこで標識の設置高さとして，歩行者と自動車の中間

の設置高さの目安である３．０mを設定した［１］．しかし，

自転車乗車時の目線の高さは歩行時とほぼ同じであり，

前方を注視する傾向のある自転車走行時の視野特性を踏

まえると，目線に近い方が適切と考えられるため，歩行

者用標識の設置高さ２．５mも設定に加えた．

標識のデザインは歩行者用標識（図１）に則って作成

した．歩行者用標識は低速もしくは止まって見ることを

想定して作られているため，走行中の自転車から判読で

きない可能性がある．そのため，時速３０km以下では案

内標識の漢字の大きさを１００mmとする自動車標識の基

準に則って［２］，歩行者用標識の漢字の大きさ７０mmが

１００mmになるよう約√2倍した大きさのものを作成し，

比較対象とした（図２）．

色に関しては現状の案内標識の基準色である青色を基

本の地の色に設定した［３］．しかし，自動車と自転車の案

内標識に全く同じ青色を用いると混乱する可能性もあ

り，基準の青色をベースとした他の色の検討を行い，色

相を６０度変えた青紫色と，明度を上げた薄青色を設定し

た．また，比較対象として，識別しやすいとされる黄紺

の組み合わせを設定した．また，標識外枠にフレームを

入れることで視認性を高めた．フォントには，視認性に

優れている角ゴシック体が望ましいとの基準に基づき，

小塚ゴシック Proの Bに設定し，英文併記とした［２］．

パラメータの詳細を表１に，作成した自転車標識を図

２に示す．

２．２．背景のデザイン

本研究では，１）都心の代表的な直進幹線道路である

こと，２）路肩幅に余裕があり，普段自転車が走行して

いること，３）看板などの視覚的ノイズが存在するこ

と，４）勾配がない，といった条件を満たす道路の例と

して，東京都渋谷区の青山通り（都道２４６号線，表参道

～青山一丁目間：片側４車線，車道幅員４．５m，歩道幅

員６．０m）をモデル道路とし，全長６６０mほどの直線道路

空間を Autodesk社の3dsmaxDesignを用いて作成し

た．日照の設定は，春分の９時とし，各実験で日陰側と

日なた側の２コースを走行した．なお，日陰では自転車

標識が全て影に入る．

２．１．に基づいて作成した自転車標識は，図３のよう

に配置された．自転車走行時の視点の高さは１５３cm，俯

角１度とした．自転車は歩道端から７０cmの場所を時速

１５km注３で定速走行するものとした．レンダリングには

フォトンマップ法を用いた．

２．３．実験手続き

解像度１２８０×８００pixelの CG動画を背面式プロジェク

ターで写し出し，CGの視点位置に実験参加者を立た

せ，目線の高さが CGの視点高さに来るように，参加者

の乗る踏み台の高さを調節した．視野角は４０度とした．

図４に実験の様子を、図５に CG動画の１フレームを示

表１ 本実験で用いた標識のパラメータ

大きさ 高さ

色

標識の地の色 文字の色
略称

色 HSB表記 色 HSB表記

１０００mm×２００mm ２．５m
青 ２０３．５９，１００，５６．８６ 白 ２０３．５９，０，１００ 青白

薄青 ２０４．１３，１００，７０．２ 白 ２０４．１３，０，１００ 薄青白

１４５０mm ３．０m
青紫 ２６３．５９，１００，５６．８６ 白 ２６３．５９，０，１００ 青紫白

黄 ５６．７１，１００，１００ 紺 ２３８．３４，１００，５６．８６ 黄紺

図１ 歩行者標識 図２ 作成した自転車標識

図３ 自転車標識の配置図 図４ 実験の様子

図５ CG動画の１フレーム

4 Journal of Graphic Science of Japan Vol. 46 No. 3 / Issue no. 137 September 2012



す。

実験参加者には，ストップウォッチを渡し注４，走行途

中，自転車標識に気づいた時点と標識に記載された地

名注５がわかった時点でラップボタンを押すことを教示

し，予め，動画の再生開始とストップウォッチのスター

トのタイミングを合わせる練習試行を行った．またこの

時，人が飛び出てくることがあるため，十分前方に注意

して実験後に報告するよう教示を与えた．走行後，「景

観に合っていたと思う順番」などを問うアンケートを

行った．全体の所要時間は４０分程度であった．

実験参加者は，自己申告から色覚が正常で矯正視力

０．７以上と確認された１０代～３０代の大学生・大学院生３０

名（男性２３名，女性７名）であった．

２．４．分析の方針

分析に用いる３つの指標について以下に記す．

１）発見距離について：文字内容は読めないが，標識で

あるようだと気付いた地点から標識までの距離．図６の

Xの距離．この値が大きいほど，遠くからでも標識に気

付きやすい．

２）可読距離について：標識に書かれている地名がわ

かった地点から標識までの距離．図６の Yの距離．こ

の値が大きいほど，判読しやすい．

３）感覚指標について：コース内に存在していた２～５

つの標識の中で，景観に合っていたと思う順に番号を付

ける．被験者が記入した順位を逆転したものを得点とし

て扱い，分析に使った．

３．結果
発見距離・可読距離の分析では，平均値から標準偏差

を引いた値を目安値と呼ぶ．母集団を正規分布とした場

合，約８４％の人が目安値までに発見／読了する．

３．１．大きさに関して

３．１．１．実験概要

色が青－白，設置高さ２．５mで，２種類の大きさ（表

２）の標識を８０m間隔で配置したコースを走行した．

３．１．２．結果

ストップウォッチの操作ミスがあったデータは除外

し，有効データ数１９で分析した．具体的には，ストップ

ウォッチの開始ボタンを押し忘れたり，ラップボタンを

一度でも押し忘れたコースのデータは全て除外した．操

作ミスの判定は、本人からの申告および実験管理者の目

視によるチェックの両方を用いた．

【発見距離】図８に文字の大きさと発見距離の関係を示

す．日なたでの大標識の発見距離と，日陰での小標識の

発見距離は，刺激の作成に失敗しデータが得られなかっ

た．

日陰での大標識の発見距離の目安値は，５７．９mとなっ

た．また，日なたでの小標識の発見距離の目安値は５２．９

mとなった．しかし，これは大きさの要因だけではな

く，枠の影響も考えられる．

【可読距離】小標識の日陰・日なたでの可読距離には有

意差が見られなかったが，大標識の日なたでの可読距離

は日陰での可読距離よりも有意に小さくなった（p

＜．００１）．そこで，大標識の日なたでの可読距離を取り

上げ，これと小標識の日なたと日陰での可読距離の平均

値とを比較した．図９に文字の大きさと可読距離の関係

を示す．

大標識の可読距離の目安値は１２．５m，小標識の可読距

離の目安値は８．０mとなり，t検定を行った結果，両者

には有意差が見られた（p＜．００１）．

次に，２つの標識が焦点を中心とする視野角からどれ

だけ離れた位置にあるか調べた．人間の視野は，弁別視

野・有効視野・注視安定視野・誘導視野・補助視野の大

きく５つに分類される［５］注６．

視点から地名の中点までの視野角を計算したところ，

大標識では横９．３２度・上６．０２度，小標識では横１３．６度・

上８．９１度となる．有効視野［５］を楕円とみなして計算した

ところ，図７のように大標識の読み終わり時点での視野

角は有効視野内に収まるが，小標識は有効視野内に収ま

らなかった．従って，歩行者用標識と同じ小標識は，地

名の読了までに頭部の運動が伴い，前方への注意が不十

分となる可能性があり，自転車用の標識としては不十分

であると言える．

表２ 大きさの実験に用いた自転車標識のパラメータ

大きさ
地名の文字
の大きさ

外枠 略称
用いた自転車標識
（日陰コースの例）

１４５０mm×３００mm １００mm あり 大標識

１０００mm×２００mm ７０mm なし 小標識

図６ 発見距離と可読距離（文献［４］を元に作成）
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【感覚指標】大小標識間で，標識が景観に合うかどうか

を問う感覚指標の結果に有意差は見られなかった．

３．２．色に関して

３．２．１．実験概要

大きさを１４５０mm×３００mm，設置高さを２．５m，４種

類の色の異なる標識（表３）を８０m～１５０m間隔で配置

したコースを走行した．

３．２．２．結果

ストップウォッチの操作ミスがあったデータを除外

し，有効データ数２４で分析した．

【発見距離】図１０に色と発見距離の関係を示す．日陰で

の薄青－白の標識の発見距離と，日なたでの青－白の標

識の発見距離は，刺激の作成に失敗しデータが得られな

かった．

日陰における，青－白と青紫－白，黄－紺の標識の，

発見距離の目安値は，それぞれ７１．６m，７７．１m，５３．８m

となり，有意差は見られなかった．

日なたにおける，薄青－白と青紫－白，黄－紺の標識

の発見距離の目安値は，それぞれ６９．８m，７１．４m，８８．９

mとなり，黄－紺と薄青－白，黄－紺と青紫－白の標

識の発見距離の間に有意な差が見られた（p＜．００１）

が，黄－紺の有効データ数が少ないため，今後追試を行

う必要がある．なお，「黄色を標識だと思わず，かなり

近づいてから標識だと気付いた」という実験参加者が数

名いることが判明したため，ここでは，２回目に黄－紺

の標識が出てくる際のデータのみを参考値として分析し

た．

【可読距離】４色の標識それぞれの日陰と日なたでの可

読距離を比較したところ，有意差は見られなかった．

従って，日陰と日なたでの可読距離の平均値を用い

て，４色の可読距離を比較した．図１１に色と可読距離の

関係を示す．日なたと日陰での可読距離を平均した，青

－白，薄青－白，青紫－白，黄－紺の標識の可読距離の

目安値は，それぞれ１２．３m，１２．５m，１３．６m，１１．４mと

なり，どの２色の可読距離の間にも有意な差は見られな

かった．

以上の事から青の明度差をHSB系で約１４減少させた

ものも，また青の色相を６０度ずらしたものでも，基準の

青色と大差なく読めることがわかった．文字の読みやす

さと色の関係については，色相や彩度の影響は小さく，

表３ 色の実験に用いた自転車標識のパラメータ

標識の地の色 文字の色
略称 備考

用いた自転車標識
（日陰コースの例）色 HSB表記 色 HSB表記

青
２０３．５９，
１００，５６．８６

白
２０３．５９，
０，１００

青白
国の案内標識に用いられ
ている青色と同じ青色

薄
青
２０４．１３，
１００，７０．２

白
２０４．１３，
０，１００

薄青白
国基準の青色と明度差だ
け変えた青色

青
紫
２６３．５９，
１００，５６．８６

白
２６３．５９，
０，１００

青紫白
国基準の青色の色相を６０
度赤側へずらした青色

黄
５６．７１，
１００，１００

紺
２３８．３４，
１００，５６．８６

黄紺
有彩色同士の組み合わせ
で視認性の高い色の組み
合わせ

図７ 大小標識の視野角（文献［５］を元に作成）

図１０ 日陰での色と発見距離の関係

図８ 文字の大きさと発見距離の関係

図９ 文字の大きさと可読距離の関係
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明度差が強く影響を与えていることが報告されてい

る［６］．しかし，今回の明度差では可読距離に有意差を生

むには至らないという結果になった．

また，判読しやすい配色とされる黄色と紺の組み合わ

せの可読距離と，青－白系のどの色の組み合わせの可読

距離の間にも有意差は見られないことから，青と白の組

み合わせでも十分であるということが言える．

【感覚指標】色の違いによって，標識の景観に合うかど

うかを問う感覚指標の結果に有意な差が生まれるかどう

か，日陰，日なたでのデータをまとめて，Steel-Dwass

検定を使ってすべてのペアの比較を行った結果，互いに

有意な差のある，青－白・薄青－白，青紫－白，黄－紺

の３グループに分かれた．図１２にアンケートでの結果を

示す．青－白やそれに似た薄青－白標識が上位になった

背景の１つの要因として，日常的に目にしている，とい

う“慣れ”が結果に影響を与えていると推測される．

３．３．設置高さに関して

３．３．１．実験概要

大きさ１４５０mm×３００mm，青－白色，設置高２．５／３．０

mの標識を８０m～１５０m間隔で置いたコースを走行し

た．

３．３．２．結果

ストップウォッチの操作ミスがあったデータを除外

し，有効データ数２４で分析した．

【発見距離】図１３に設置高さと発見距離の関係を示す．

日なたでの設置高さ２．５mの標識の発見距離は，刺激の

作成に失敗しデータが得られなかった．

日陰における，設置高さ２．５mの標識の発見距離の目

安値は７１．６mとなった．日陰での設置高さ２．５mと３．０

mの発見距離に有意差は見られなかった．また，設置

高さ３．０mの標識の日なたでの発見距離は，日陰での値

よりも有意に大きくなった．（p＜．００１）

【可読距離】設置高さ２．５mと３．０mの標識の日陰と日

なたでの可読距離に有意差は見られなかったので，日な

たと日陰を併せた可読距離の平均値を用い，２群の比較

をした．その結果，設置高さ２．５m，設置高さ３．０mの標

識の可読距離の目安値は，各 １々２．３m，１１．５mとなり，

有意差は得られなかった．

【感覚指標】設置高さの違いによる，標識の景観に合う

かどうかの感覚指標に有意な差は見られなかった．

従って，設置高さ２．５mと３．０mの標識では発見距離・

可読距離・感覚指標の結果に差は見受けられないため，

焦点に近く無理なく目に入りやすい２．５mの方が自転車

用の標識として適切と考えられる．

３．４．青－白の標識と青紫－白の標識の比較

図１４に青－白の標識と青紫－白の標識の発見距離の比

較図を示す．設置高さ３．０mの青－白の標識の発見距離

において，日陰と日なたで有意に異なる結果が得られ

た．このことから，国基準の青色は，ブルー／ホワイト／

グレー／ブラック系の色彩の多い日本の都心幹線道沿い

の街中で，日影の影響を受けやすい視認性を持つ色だと

考えられる．

一方で，青紫－白標識では，日なたと日陰での発見距

離に有意差は見られないため，青紫色は日影の変化に対

して影響を受けにくい視認性を持つ色だと考えられる．

図１１ 色と可読距離の関係

図１２ 色と感覚指標（景観に合っているか）の関係

図１３ 設置高さと発見距離の関係
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また，青色標識と青紫－白標識の可読距離には有意差が

見られなかった．従って，国基準の青色の色相を６０度赤

側へ移動した青紫色が代替する色の組み合わせとして適

切であることが示唆された注７．

表４に，今回の実験での結果を記す．

４．まとめと今後の課題

本研究では，青山通りをモデルとした都心幹線道路を

CGで作成し，大きさ・色・設置高さを変更した標識を

配置したコースを自転車走行する際の景観を提示する実

験を行い，発見距離・可読距離・感覚指標を記録した．

分析の結果，以下の知見が得られた．

１）都心部を時速１５kmで走行する場合大きさ１４５０mm

×３００mm，文字サイズ１００mm，設置高さ２．５m，国基準

の青地に白文字の標識は，目安値に基づくと５８m程度

手前で気付き，１２m程度手前で判読できる．

２）上記の標識の地名を判読した時点（１２．５m手前）

では，焦点から地名の中点までの視野角は横９．３２度・上

６．０２度であり，有効視野内に収まるが，地名の記載位

置をより車道側に配置するなどして，有効視野の楕円中

心に近付ける，標識サイズ・文字サイズをより大きくす

るなどの工夫を行うことで，より可読性の改善を行うこ

とが望ましいと考えられる．

３）時速１５kmで走行しながら，大きさ１０００mm×２００

mm，文字サイズ７０mm，設置高さ２．５m，国基準の青地

に白文字の歩行者用標識の地名を判読する際には，頭部

の運動が伴い前方への注意が不十分になるため，自転車

の案内標識として不適切である．

４）判読しやすい配色とされる黄と紺の組み合わせと，

青－白系のどの組み合わせとの間にも，可読距離に関し

て有意差は見られないことから，青と白の組み合わせで

も十分である．

５）設置高さ２．５mと３．０mの標識では発見距離・可読

距離・感覚指標の結果に差は見受けられないため，より

焦点に近く無理なく目に入る２．５mが適切である．

６）国基準の青色は，発見距離が日影の変化の影響を受

けやすいが，色相を６０度赤色側に変えた青紫色は，日影

の変化の影響を受けにくい．このことから，青紫色によ

る代替の可能性が示唆される．

以上一定の知見が得られた．今後の課題として，刺激

の作成に失敗した部分の追試が必要である．また解像度

を上げ，視野角を９０度以上にしたより推進感のある刺激

を用いて精度を高めることが必要である．

また，今回の実験室での知覚実験では，前方に人が飛

び出てくることがあるので注視し，実験後報告するよう

教示を与えたことで，概ね自転車走行時のような前方注

意した状態での結果が得られたと考える．しかし一方

で，人や車など動く物体が存在せず，また被験者が自転

車の操作をすることがなかったため，実際に街を走行す

る場合に比べて標識に対する注意が逸れにくい状態に

あったと言える．今後，人や車の運動を視覚・聴覚情報

等で提示する，自転車走行操作を被験者に行わせながら

実験するなどにより，より現実に近づけられるものと考

える．

実験にご協力頂きました方々に心より感謝致します．

また，本研究には，科学研究費補助金（基盤研究 C）課

題番号２１５６０６３２を用いました．記して感謝致します．

注
注１ 自転車産業振興協会の統計では，国内の自転車出荷台

数は震災後の４～６月に前年同期比で２割近く増加し

た［７］．

注２ 警察庁交通総務課によると，２０１１年１～８月に都内で

起きた交通事故のうち，午前８～１０時の発生が最も多

く，年齢層では２０～３０代が多かった［７］

注３ 自転車道路の整備に実績のあるコペンハーゲン市で

は，時速１６kmを目安としている［８］．
注４ カウントダウンが５秒間あってから街を自転車で走行

する動画が始まることを実験参加者に伝え，カウント

０のタイミングでストップウォッチのスタートボタン

表４ 本実験の結果
大きさ 色 高さ 発見距離 可読距離 実験回数 有効数 所要時間

小 青－白 ２．５m
日陰 × 日陰 ８．８m ３０ １９ 約２分

日なた ４９．０m 日なた ７．１m ３０ １９ 約２分

大 青－白 ２．５m
日陰 ５７．９m ＊日陰 １６．２m ３０ １９ 約２分

日なた × ＊日なた １２．５m ３０ １９ 約２分

大 青－白 ２．５m
日陰 ７１．６m 日陰 １２．６m ３０ ２４ 約５分

日なた × 日なた １１．９m ３０ ２４ 約５分

大 薄青－白 ２．５m
日陰 × 日陰 １３．１m ３０ ２４ 約５分

日なた ６９．８m 日なた １１．９m ３０ ２４ 約５分

大 青紫－白 ２．５m
日陰 ７７．１m 日陰 １３．１m ３０ ２４ 約５分

日なた ７１．４m 日なた １４．４m ３０ ２４ 約５分

大 黄－紺 ２．５m
日陰 （５３．８m） 日陰 １０．３m ３０ ２４ 約５分

日なた（８８．９m） 日なた １２．６m ３０ ２４ 約５分

大 青－白 ２．５m
日陰 ７１．６m 日陰 １２．６m ３０ ２４ 約４分

日なた × 日なた １１．９m ３０ ２４ 約４分

大 青－白 ３．０m
＊日陰 ６５．４m 日陰 １１．９m ３０ ２４ 約４分

＊日なた ８３．９m 日なた １１．０m ３０ ２４ 約４分

注１：ここに記載してある数値は，平均値から標準偏差を引いた値である．
注２：「×」は，刺激の作成に失敗しデータが得られなかった事を意味する．
注３：「＊」は，日陰と日なたで有意差があったことを意味する．
注４：黄紺での発見距離は，有効データ数が少ないため参考地として扱った．
注５：所要時間は，各コース走行後のアンケート時間も含む．

図１４ 青－白の標識と青紫－白の標識の発見距離の関係
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を押すよう何度か練習を行った．

注５ 標識内の文字は２文字とし，合計画数を１９とした．ま

た同じ地名が２度出ないようにした．

注６ 視機能に最も優れた弁別視野（数度以内），眼球運動

だけで対象を捉えられノイズの中から目的とする対象

を受容できる有効視野（左右約１５度，上約８度，下約

１２度以内），頭部の運動が伴うことで無理なく対象を

注視できる注視安定視野（左右３０～４５度，上２０～３０

度，下２５～４０度以内），誘導視野，補助視野の大きく

５つに分類される．

注７ なお，比較している青紫－白標識と青－白標識は設置

高さが異なる．しかし，２．５mと３．０mの発見距離・
可読距離・感覚指標に有意差が見られないため，設置

高さの影響は小さいものとして比較を行っている．今

回データの得られなかった設置高さ２．５mの青－白標
識の日なたでの発見距離の追試による検証が必要であ

る．
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１．はじめに
折り紙で形を作るとき，その折り操作にはカドとカド

をあわせるなどして，パタンと平らに折りたたむ操作が

大半を占めます．立体的な形に仕上がる作品もあります

が，その途中の工程では平坦な状態であることがほとん

どです．伝承折り紙として有名な兜やヤッコさん，セミ

は完成形まで平らなままで，鶴も最後に翼を広げるまで

の各工程は平らに折りたたみます．このように，紙を平

らに折る操作は折り紙の基本的な操作で，これを「平坦

折り」と呼びます．

連載第２回目の今回は，このように紙を平らに折る

「平坦折り」にまつわる話を紹介します．

２．平坦折り

平坦折りでできる折り線は必ず直線になります．その

ため，平坦折りした紙の展開図はまっすぐな線分の集合

となります．図１は，平坦折りで作られる「小鳥」の完

成形とその展開図です．展開図は線分の集合で表される

ことが確認できます．

平らに折りたたまれた状態は，折り紙の一般的な状態

なので，古くから多くの方が研究の対象としてきまし

た．その成果として，折り線が交差する点に着目する

と，次の２つの性質が必ず満たされることが前川定理・

川崎定理として知られています［１］，［２］．

［前川定理］「山折り」と「谷折り」の数の差は±２

［川崎定理］１つおきの内角の和は１８０度

図２は，平坦折りした紙を開いたときに現れる展開図

の例で，この２つの定理を満たしています．これ以外に

も，さまざまな方法で折り畳んだ紙を実際に開いてみ

て，２つの定理が常に満たされていることを確認してみ

ましょう．図１の小鳥の展開図も，すべての頂点におい

て，この定理の示す条件が満たされています．

ところで，これらの定理が示すものは必要条件であっ

て，十分条件ではありません．つまり平坦に折ることが

できる展開図は必ずこの２つの条件を満たしますが，こ

の条件を満たすからと言って，必ずしも平坦に折ること

ができるわけではありません．

「局所的な」平坦折りに関する必要十分条件について

は，ここでは詳しく述べませんが，文献［３］の p２２７

にわかりやすくまとめられています．

ここで「局所的」という言葉を使ったのは，ある１点

だけに注目して，その点の近傍で折り畳めるかどうかを

議論しているからです．部分的には折ることができて

も，大局的には（折り紙全体では）紙の衝突が起こって

実際には折り畳めない，という展開図も存在します．こ

のような「局所的には折れるけど大局的には折れない」

という状況を理解するには，図３�の単純な展開図を考

えるといいでしょう．２つの谷折り線を折ると，紙がぶ

つかって平らに折り畳めません．一方で図３�は紙がぶ

つからないので平らに折りたためます．図３�の展開図

は少し複雑に見えますが，あらゆる点で上記の条件を満

たし，なおかつ大局的に折りたためることが確認されて

います．是非実際に折り畳めることを（図を拡大コピー

して）確認してみてください．あたえられた展開図が大

局的に折りたたまれるか否かの判定は NP困難な問題で

●講座

図学と折り紙（２）
Graphic Science and Origami (2)

三谷 純 Jun MITANI

� � �

図１ 小鳥を折った後の形（左）とその展開図（右）

図３ �大局的には折れない展開図�，�大局的に折れる展
開図図２ 前川定理（左）と川崎定理（右）の説明
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あることが知られているため［４］，「与えられた展開図を

折る」というのはちょっとしたパズルとして楽しめま

す．

３．平坦折りと鏡映変換

ある図形を鏡に映した形に変換する「鏡映変換」と折

り紙の折り操作は密接な関係を持っています．

ここで，平坦折りにおける折りの操作を考えてみま

す．平坦折りの場合，折り線は必ず直線で，折る操作は

１８０度の角度で折ることになります（折り線を軸にして

１８０度回転させる，つまり「折り返す」ということ）．折

り紙を置いた面を上から見下ろすと，紙の一部を折り線

によって鏡映変換したことになります．

図４�のように，折り紙のカドを破線で手前に折り返

してみると，折り返す前のカドの形 Aと，折り返した

後の形 A’は鏡映の関係にあります．図４�はもう一度

折った様子です．折った後では紙の重なり順が上下逆に

なりますが，２次元平面での形だけに注目すると，折る

前の形 Bと折った後の形 B’は，やはり鏡映の関係にな

ります．

図４�を開くと，図５�のような展開図が得られます

（ここでは山谷の区別をしないものとします）．

さて，この展開図から，折った後の「形」を一意に決

定することはできるでしょうか．答えは「できる」です．

輪郭線と折り線で囲まれた多角形に鏡映変換を施すこと

で，折った後の形を再現できます（ただし「紙の重なり

方」はここでは議論しません）．説明しやすいように，

図５�のように各領域に a~d，折り線に１～４の番号を

振って説明してみます．

図６に示すように，まず多角形 aはそのままにして，

bを１の線で折り返します（折り返したものに対しては

図中のアルファベットに（’）を付けています）．続い

て，２の線で多角形 cを折り返します．bが既に反転済

みなので cはそのままにします（反転の反転はそのま

ま）．さらに続いて，３の線で多角形 dを折り返しま

す．以上で，aを固定した状態で折りたたんだ後の b，

c，dの位置が確定しました．折り線４は使っていませ

んが，折りたたんだ状態で，aと dが折り線４をちょう

ど共有する配置になります．

このように基準となる多角形を固定し，それに折り線

を介して接続する多角形を順番に折りたたんでいくこと

で最終的に折った後の形を求めることができます．折り

たたむ順番は任意です．上の例では，aを固定して，b,

c,dの順番に折りたたみましたが，これを d，c，bの順

番にたたんでも同じ結果になります（繰り返しになりま

すが，紙の重なり方，つまり多角形の重なり順は，これ

だけでは決定できません）．

それでは，もう少し具体的な例として，図７�を見て

みましょう．これは鶴の展開図です．折り紙に詳しい人

は，これを見てすぐに「鶴の展開図だ」とわかります

が，皆さんはどうでしょうか．右上が頭，左上と右下が

翼，左下が尾に対応します．この展開図には，折り線で

囲まれた多角形が全部で５２個あります．このうちの１つ

を固定して，隣接する多角形を順番に折りたたみながら

たどっていくと，図７�のような鶴の形が現れます．多

角形を辿る順番は自由で，どのように辿っても同じ結果

になります．もし，異なる辿り方で異なる結果になって

しまったら，それは展開図に誤りがあった（そもそも平

らに折りたためない展開図であった）ということです．

すでに述べた手順では，多角形を１つ辿るたびに鏡映

変換するので，隣り合う２つの多角形を取り出してみる

と，必ず「一方が元の形のままで，他方が鏡像」になり

� �

� � � �

図６ 折った後の形の決定

図４ 折り操作と鏡映変換

図７ 鶴の展開図と折った後の形図５ 図４�の展開図
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ます．元の展開図に対して，折りたたんだ後で鏡像とな

る（裏と表が反転する）多角形に色を付けると図８よう

になります．白とグレーの多角形が互い違いに並び，決

して同じ色の多角形が並ぶことはない，ということを確

認できます．

４．平坦折りと紙の重なりの推定

それでは展開図から折った後の紙の重なり方を決定す

ることはできるのでしょうか．ここでの紙の重なりと

は，展開図に含まれる多角形領域が，折った後にどのよ

うに重なり合うか（各多角形領域の上下関係のこと）を

言います．

あらゆる重なり方をしらみつぶしに試せば，展開図の

情報と矛盾が無いものを見つけ出すことができそうな気

がします．では，このアプローチは有効でしょうか．前

回紹介したねじり折り（図９）のように，紙の重なり順

にサイクルを持つものもありますから，各領域に１つず

つ重なり順を割り振るだけではうまくいきません．互い

に重なり合う多角形領域のすべての組み合わせに対し

て，どちらが上でどちらが下になるのかを割り当てる必

要があります．図９に示す鶴の展開図の場合，多角形領

域の数は５２あるので，多角形領域のペアの数は５２×５１／

２＝１３２６組あります．これらのうち，折った後で一部で

も重なる関係にある多角形領域の組は６３８組あります．

したがって，ペア毎にどちらが上になるかで２通りの可

能性があるので，全体では２６３８通り（約１０１９２通り）の可

能性があることになります．とてもこれを全部調べるわ

けにはいきません．

実は，山谷の区別がつけられた展開図であっても，

折った後の紙の重なり方を決定する問題は NP困難であ

ることが示されています［４］．つまり，多角形の数の多項

式時間で，重なり方を見つけ出すアルゴリズムは存在し

ないのです．

何か工夫しない限り現実的に解決できない問題である

と言えます．

以降で，現在Webで公開中の ORIPA［５］に実装されて

いる，紙の重なり方の決定方法を紹介します（これは，

目黒俊幸氏が先行して開発したソフトウェアで採用され

ていた方式です）．ORIPAでは，山と谷の区別のつい

ている鶴の展開図に対しても１秒足らずで可能な紙の重

なり方をすべて見つけ出すことができます．

４．１ 重なり決定のアルゴリズム

基本的な考え方を最初に説明しましょう．まず，折り

紙全体の問題を局所的な紙の重なり順決定の問題に分割

し，局所的に矛盾のない重なり方を選び出します．その

後，全体で矛盾のない重なり方に統合することを行いま

す．具体的には，次のような手順で行います．なお，以

降では折り線で囲まれた領域のことを face，faceを分

割して作られる多角形のことを subface，折り畳んだ後

の位置に応じて subfaceをまとめたグループを

subfaceGroupと表記することにします．

手順�は第２節で紹介したものと同じですので，以降

では手順�，	，
の内容を説明します．

４．２ face の分割と subfaceGroup の作成

展開図を折りたたんだ後で，faceをその上を横切る

他の faceの輪郭線で複数の subfaceに分割します．続

いて，同じ位置，同じ形の subfaceをグループ（subface-

Group）にまとめます．図１０の例では F１が４つに分割

され，F２，F４は２つに分割されます．F３は分割されませ

ん．分割されてできた subfaceは４つの subfaceGroup

（図中の A～D）にグループ化されます．このグループ

単位で妥当な重なり順を求め，その後に全体で矛盾のな

い重なりを求めることになります．

� 展開図を折った後の faceの位置と向き（表面

が上を向いているか下を向いているか）を求める．

� faceを複数の subfaceに分割し，それらを

subfaceGroupにまとめる．（４．２節）

	 subfaceGroup単位で subfaceの妥当な重なり

順を求める．（４．３節）


 すべての subfaceGroupで矛盾しない重なり関

係を探す．（４．４節）

図９ ねじり折りは紙の重なり順にサイクルがある

図８ 折った後の向きによる色分け
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４．３ subfaceGroup 内での妥当な重なり順

subfaceGroup内で，subfaceを問題なく重ねられる

方法を全て調べあげます．図１０で示したように，sub-

faceGroup内では，同じ形の subfaceが重なっているた

め，その境界に着目し，重なり順として適切でないもの

を除外します．図１１は１つの subfaceGroupの輪郭に着

目した時の断面図の例で，取りうる subfaceの輪郭線

（図１１中の黒丸）の種類は次の３通りに分類できます．

Eboundary：紙の輪郭と一致する稜線（図１０中の太い実

線）

Efold_{upper, lower}：折り線と一致する稜線で，必ず２つ１

組で存在する．面の向き（上を向いているか下を向いて

いるか）および折り線の山谷の違いによって上に配置さ

れるもの Efold_upperと下に配置されるもの Efold_lowerを区

別できる．（図１０中の細い実線）

Econnect：faceを分割することで生成された，折り線では

ない稜線．隣接する subfaceGroupと共有される．（図

１０中の破線）

subfaceGroup内で，順番に subfaceを重ねていった

場合に，適切でない重なり順として，図１２に示す３通り

のパターンがあります．

図１２の�が発生するのは，折り線の種類から決定され

る上下関係に反する場合です．�のケースでは互いに接

続する Efold_lowerと Efold_upperの間を他の面が横切って，

紙が交差してしまいます．�は Efold_lowerと Efold_upperの

ペアが複数存在し，それらが互い違いになっている場合

で，やはり紙が交差してしまいます．これらのケースが

含まれる重なり順は誤りなので，これらのケースがまっ

たく含まれない重なり順だけを，その subfaceGroupに

おける妥当な解として保持しておきます．

４．４ すべての subaceGroup で矛盾しない重なり方の

構築

続いて，各 subfaceGroupで得られた重なり順が，全

体で矛盾しない組み合わせを求めます．たとえば，

subfaceGroup�では Fiが Fjよりも上に配置されてい

るのに，subfaceGroup�では Fiが Fjよりも下に配置

されているような場合（図１３），必ずどこかで紙の交差

が起きてしまうはずなので，これは不適切なケースとし

て除外します．

こうして最後まで残ったものが，実現可能な重なり方

です．１つの展開図にも，妥当な重なり方が複数存在し

ます．たとえば図１４は，この方法で兜の展開図から妥当

な紙の重なり方をすべて列挙した様子を表しています．

右下に，通常の折り方で得られる兜の例がありますが，

これを含めて９通りの方法が，同じ展開図から復元され

うることを確認できます．

５．おわりに

連載第２回目の今回は，平坦折りの話を紹介しまし

た．展開図から折った後の紙の重なり方を再現する問題

は NP困難であることが知られていますが，アルゴリズ

ムを工夫することで，鶴程度のものであれば，すぐに妥

当な結果を見つけ出すことができます．ORIPAでは，

鶴の展開図から得られる折り方として５通りのものを発

見しました．通常の折り方と違う４通りはどのようなも

のでしょう．是非，実際に手を動かして試してみてくだ

さい．

� � �

図１０ 多角形領域の分割とグループ化

図１３ subfaceGroup 間で不整合なケース

図１１ subface の輪郭線のタイプ

図１４ 兜の展開図から得られる９通りの異なる紙の重なり方

図１２ 適切でない重なり順
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開催校の様子

２０１２年度春季大会は，２０１２年２０１２年５月１２日

（土）～１３日（日）の２日間，大同大学滝春キャン

パス（愛知県名古屋市南区滝春町１０―３）S棟

２Fを会場として開催された．名古屋駅からは

名鉄電車で約１５分，駅から徒歩３分と遠方から

参加しやすい距離であったかと思う．

研究発表，図学教育研究会，総会，理事会，

休憩室などが一つのフロアで行われたため，各

会場の移動も便利であり，研究発表件数は３０

件，参加人数は５８名と盛況な会となった．

１日目の研究発表終了後，A棟１４階ラウンジ

にて懇親会が行われた．名古屋の名物料理が並

び，夕暮れの名古屋港を観ながら親交を深める

とともに，日本で唯一のロメリスタである大嶋

芳氏のスペインギターによる演奏によってさら

に会は盛り上がったと思われる．２０１１年度秋季

大会優秀研究発表賞・研究奨励賞の表彰式，次

回秋季大会の案内の後，無事終了した．久々の

中部支部担当名古屋の地にお越しいただき，港

の夜景と名古屋名物を堪能していただけたので

はないかと思う．２日目の午後には，図学教育

研究会「３D-CAD/CG時代における図法幾何学

教育の意義―モンジュの図法幾何学を読み解く

―」が開催された．

両日とも晴天に恵まれ，穏やかな会であっ

た．自動車産業を筆頭としモノ作りが盛んな都

市名古屋は，図学会のさまざまな分野の研究に

関連があるのではないだろうか．今後も多くの

会員にお越し願いたい．

日本図学会２０１２年度春季大会報告

日本図学会２０１２年度春季大会報告
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大会プログラム
５月１２日（土）――――――――――――――――――――――

１０：００～ 受付

１０：３０～１１：３０ 総会（S棟２F ０２０３教室）

１１：３０～１１：４５ 記念撮影（S棟階段）

１１：４５～１３：３０ 昼食

１３：３０～１５：１０ 講演発表（１０編）

セッション１（０２０５教室）

セッション２（０２０６教室）

１５：１０～１５：３０ 休憩

１５：３０～１７：１０ 講演発表（１０編）

セッション３（０２０５教室）

セッション４（０２０６教室）

１７：３０～１９：３０ 懇親会（A棟１４Fラウンジ）

５月１３日（日）――――――――――――――――――――――

１０：００～１１：４０ 講演発表（１０編）

セッション５（０２０５教室）

セッション６（０２０６教室）

１１：４０～１３：００ 昼食

１３：００～１５：００ 図学教育研究会（０２０５教室）

『３D-CAD/CG時代における図法幾何学教育

の意義―モンジュの図法幾何学を読み解く

―』

概観：阿部 浩和（図学教育研究会委員長）

講演：福田 幸一（久留米工業高等専門学校）

大月 彩香（九州大学工学研究院）

竹之内 和樹（九州大学芸術工学研究院）

総会報告
１．開会の辞（横山（ゆ）理事）

２．会長挨拶（堤会長）

３．議長選出

長坂今夫氏が選出された．

４．総会議事

２０１１年度会務報告（横山（ゆ）理事）

別掲［１］のとおり承認された．

各種委員会等報告

編集委員会（面出委員長）

企画広報委員会（横山（弥）委員長）

図学教育研究会（阿部委員長）

国際関係（山口副会長）

以上，報告が承認された．

２０１１年度収支決算報告（阿部副会長）

別掲［２］のとおり報告された．

２０１１年度会計監査報告（長島監事）

会計監査報告があり，承認された．

２０１２年度事業計画案審議（横山（ゆ）理事）

別掲［３］のとおり承認された．

２０１２年予算案審議（阿部副会長）

別掲［４］のとおり承認された．

『図学研究』投稿方法の変更ならびにそれに伴う投稿規定

の改訂について提案（面出編集委員長）

ホームページからの投稿への切り替えが提案され，

承認された．

また投稿規定の改訂案について審議が行われ，論文

種目の一部修正を条件として改訂案が承認された．

２０１１年度学会賞選考委員会報告（近藤学会賞選考委員長）

今回は学会賞受賞者に該当する者がない旨の報告が

あり，承認された．

２０１２年度学会賞選考委員の選出（堤会長）

近藤邦雄，横山弥生委員の任期満了に伴い，加藤道

夫，面出和子氏が選出された．

第７回論文賞「教育論文賞」報告（面出論文賞選考委員長）

５．閉会の辞（横山（ゆ）理事）

６．第７回論文賞「教育論文賞」授与式（堤会長）

藤田眞一氏に賞状ならびに盾が授与された．

大会講演プログラム セッション報告
セッション１：建築 （座長：加藤 道夫）

１）駅空間の多様性と複合性に関する研究

田代 ゆき子，島田 朋，安藤 直見（法政大学）

２）大邱市邑城地区における街路形態の構成と都市の空間的特

徴に関する考察 羅 羽哲，阿部 浩和（大阪大学）

３）バイオミミクリによる建築と都市の形態構成についての研

究 牧 真太朗，阿部 浩和，安福 健祐（大阪大学）

４） 近代建築の平面形態に用いられる台形に関する研究

石井 翔大，安藤 直見（法政大学）

５） 平面図の陰影による空間把握状況の調査とその評価

阿部 浩和，服部 俊一郎（大阪大学）

１）駅空間の居住機能に着目し，２０１１年秋季大会での発表を

発展させて，特徴的な駅空間の平面構成を図式化し，類型化す

る研究である．近年，「エキナカ」など急速に進行する駅空間

の多様化をリアルタイムに捉えている．

２）２０１１年秋季大秋での発表を発展させ，大邸市邑城地区の

街路パタンを軸線分析とセグメント・アンギュラー分析を行っ

ている．１９２０年と２００９年の差異を定量的に明らかにしようと試

み，位相的深度の低下を明らかにしている．

３）バイオミミクリ（生物の形態やプロセス，生態系の模

倣）の手法を応用したアルゴリズミックデザインによる形態生

日本図学会２０１２年度春季大会報告
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成の試みである．反応拡散系を利用した形態生成の可能性を示

している．結果として生じる形態への建築における意味づけが

問われた．

４）台形という１軸線対象の図形の建築における使用と軸線

との関係に着目したデザイン研究である．法政大学５５－５８年館

のデザインプロセスをたどりながら，大江宏の軸線利用の変化

を丹下健三やル・コルビュジエと比較しながら，明らかにして

いる．

５）図（法幾何）学に関する基礎的教育の減少の中で，発表

者らが開発した陰影平面図認識テスト（SMT）によって図学

教育と空間認識力を評価する試みである．SMTと図学の試験

との相関は見られなかったが，MCTとの低い相関があること

が確かめられた．

（報告：加藤 道夫）

セッション２：CG （座長：佐藤 尚）

６）特徴を保持したボリュームデータからの軽量なポリゴン化

道川 隆士，鈴木 宏正（東京大学）

７）図法幾何学の図学からベクトル空間幾何学の CG図学への

再構成―表計算ソフトによる図形科学�―

田城 徽雄（北海道情報大学）

８）３次元 CGモデリングとモンジュの図法幾何学

大月 彩香（九州大学）

９）Open GLを使った Androidソフト開発

鈴木 崇史，山島 一浩（筑波学院大学）

１０）曲線描画を用いたキャラクターの顔原案作成システムの開

発 津田 健，茂木 龍太，岡本 直樹

三上 浩司，近藤 邦雄（東京工科大学）

６）内部に空洞の多い物体のボリュームデータから表面部分

のみをポリゴン化する手法に関する研究発表であった．位相情

報と幾何情報を分離して扱うことで，空洞を含む内部の複雑な

部分を取り除いたポリゴン化手法を提案したものである．提案

手法は頭蓋骨のような複雑な形状をポリゴン化するのに適した

ものと言える．

７）表計算ソフトの代名詞といえるような Excelを利用して

作成された図学教育用のソフトウェアの機能を紹介したもので

ある．Excelの機能を活かした簡便なデータ入力やグラフ機能

に特徴がある．単に機能の紹介だけなく，その背後にある哲学

についても，紹介が行われた．

８）翌日に開催される図学教育研究会で発表の前振りとなる

ような講演であった．３次元コンピュータグラフィックスを図

学教育利用する際の基本的な考え方が紹介された．

９）最近普及の著しい Android端末を利用したソフトウェ

ア開発事例の紹介である．Android端末では，手軽にタッチセ

ンサを利用することが出来るので，教育利用の可能性も高いと

思われる．

１０）近年東京工科大学のグループが積極的に取り組んでいる

キャラクター関連の発表である．キャラクターの顔を目，口な

どのパーツに分解し，いくつかのパラメータを調整すること

で，多様な種類の顔を作り出すというものである．

（報告：佐藤 尚）

セッション３：分析 （座長：鈴木 広隆）

１１）絵画作品の鑑賞行為の測定と鑑賞者の属性

成 知垠，張 冠文，鄭 �，茂登山 清文（名古屋大学）

１２）SURFアルゴリズムを用いた爪認識手法

福中 優，鈴木 浩，長 聖，佐藤 尚（神奈川工科大学）

１３）仮想切断面実形視テスト実施時の脳の賦活域

西原 小百合，西原 一嘉（大阪電気通信大学）

１４）ホーエンベルグの再構成法（透視図逆変換）の研究

西原 一嘉，西原 小百合（大阪電気通信大学）

１５）作図結果から見た３D-TVのサイズ統一の必要性について

吉田 勝行（大阪大学名誉教授）

１１）現代アートのギャラリーにおける鑑賞者の属性や鑑賞行

為に関するアンケート調査の報告である．鑑賞の際の鑑賞力を

どのように捉えるか，ということについて質問が行われた．

１２）ネイルアートを AR環境下でシミュレーションする際に

必要となる「爪を認識するシステム」に関する報告である．リ

アルタイムに爪位置を認識することの必要性，抽出される特徴

点の座標情報の種類，トリミングの方法について質問が行われ

た．

１３）仮想切断面実形視テスト実施時の脳の活動状況を把握す

るため，賦活域の位置や酸素化ヘモグロビンの濃度の変化とテ

ストとの関連を分析した報告である．既往研究との関係や測定

装置について質問が行われた．また，できるだけ差が付くもの

を比較して分析を行った方が分かりやすいのではないか，とい

うコメントもあった．

１４）ホーエンベルグの「技術における構成幾何学」に掲載さ

れた「透視図から形状を復元する方法」の分かりやすい説明に

関する報告である．説明を行った対象者の属性，透視図の種

類，１枚の透視図から復元する際の前提条件等について質問が

行われた．

１５）両眼視差を用いた３D-TVにおける自然な立体感を与え

ることが可能な条件について，作図による説明を試みた報告で

ある．絵画の適切な鑑賞位置に関する関連事例や，遠く離れた

巨大な物体の立体視画像を作成する際の視差等に関するコメン

トがあった．

（報告：鈴木 広隆）

セッション４：写真＆映像 （座長：山島 一浩）

１６）映画に描かれた住空間のイメージ記述に関する研究

種田 元晴，安藤 直見（法政大学）

日本図学会２０１２年度春季大会報告
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１７）映像分析に基づくカメラワークシミュレーション支援手法

兼松 祥央，宍戸 康太，三上 浩司

近藤 邦雄（東京工科大学）

１８）ユーザーエクスペリエンスとしての写真画像

荘司 陽太，茂登山 清文（名古屋大学）

１９）リアルタイム・セルアニメーション制作システムの考察

今間 俊博（首都大学東京）

齋藤 隆文（東京農工大学）

２０）キャラクター設定資料に基づく配色と役割の調査分析

花田 悠哉，茂木 龍太，岡本 直樹

三上 浩司，近藤 邦雄（東京工科大学）

１６）映画には，空間や活動が記録されたデータベースとして

の側面があるとの前提で，３つの時代別の映画における空間構

成と家族の活動に着目し，映画をシーンごとに区切ったタイム

テーブルを用いて空間構成要素を抽出することにより，そこに

描かれた住空間のイメージを把握する手法の提示を試みた発表

である．建築の分野から，映画の住空間のイメージをタイム

テーブル法の応用によって記述することを試みる点は新しい．

１７）映像コンテンツにおけるカメラワークは，視聴者に対し

て何をどう見せるのかを決める映像制作者の重要な表現手段の

１つであり，事前に３DCGによるシミュレーションを行うこ

とも多くなってきている現状で，その作業時間を短時間で終わ

らせるシステムを開発した発表である．既存の映像作品で用い

られているカメラワークをライブラリ化し，それを用いたシ

ミュレーションの提案を行っている．

１８）写真は，身近な表現方法となっている一方で，「何とな

く見る」という対象に留まっている場合が多いと思われるとい

う視点から，各々がイメージの理解を行うために，視覚を通し

たリテラシーを身につける必要性があると述べている．ユー

ザーエクスペリエンスとそこで得られる結果の違いについて検

討するとのことで，期待したい．

１９）モーションキャプチャと３DCGを用いて，２次元手描

き風アニメ制作手法について研究してきた内容である．「キー

フレーム抽出機能」「キーポーズ判定・生成機能」「リミテッド

アニメ向けインビトゥイーン機能」「モーション・フィルター

機能」「スピードライン生成機能」「光源と陰影・影のセルアニ

メ風出力機能」などを組み合わせることによって２次元手描き

風アニメ制作システムとして機能する事が期待出来るとしてい

る．最終的なシステムの作業フローを描き，その中で必要な機

能について考察を行った．

２０）配色は，キャラクターの雰囲気を視聴者に視覚的に伝え

るため必要な素の１つであり，キャラクターに色をつける作業

のための情報集めや色をつける作業についてシステムがいくつ

も存在する．そこで，研究は，１０５６体のキャラクター配色を分

析し，色と役割の設定情報と関係性や特徴を調査したそうであ

る．色と役柄の関係性や傾向を見つけ出すこと，そして，それ

をふまえたシステムを提案した．

（報告：山島 一浩）

セッション５：教育 （座長：阿部 浩和）

２１）文科系学生を主対象とした教養科目としての図形科学教育

の一報告 鈴木 広隆（大阪市立大学）

大西 一嘉，小高 直樹（神戸大学）

２２）三次元単独図の属性情報に関する考察―設計初心者を対象

とした単独図の教育方法の一事例―

平野 重雄，喜瀬 晋，関口 相三

奥坂 一也（㈱アルトナー）

２３）製品デザイン指導の観点からの光造形モデル活用の意義

本間 巖（筑波技術大学）

２４）デザイン系学科における図学授業での試行について

宮腰 直幸（八戸工業大学）

２５）Java3Dによるプログラミング教育

辻合 秀一（富山大学）

２１）文科系学生を対象とした教養科目としての図形科学教育

の事例報告で，すぐれた形と光の読み手・描き手を養成するこ

とを目的に POV-Rayを用いて授業を実施した結果，学生は

CGの演習を高く評価していたものの，講義に関しては「理解

が困難」，「目的が分からない」等のコメントがあり，講義を演

習と組み合わせることや，投影法，数理的な曲線・曲面，視覚

と光について，POV-Rayの演習を通して理解を深めるなどの

工夫が必要であることが示された．

２２）機械設計製図において三次元単独図の活用は総合的かつ

効率的な設計業務の手法となってきており，それは加工精度，

材料，工程管理，プロジェクト管理など多岐にわたる作業や業

務部門を有機的に結びつけるコア技術であること，設計初心者

を対象とした単独図の意味合いとその教育方法についての現状

と展望が示された．

２３）卒業制作のデザインモデルとして光造形による製作を試

みた事例報告であった．従前と比べて高品質なモデル制作が実

現できたこと，ただし先端技術を活用できる場合であっても立

体の構想力やモデル制作スキルの如何が無視できないこと，サ

ポート材との境界面の処理の問題等，光造形による成型品に特

有の留意事項などがあることが示された．

２４）非理科系のデザイン学科における図学教育についての事

例報告で，立体図学においては数学のような教え方ではない図

学の授業方法が必要であること，作図においては日常的に絵を

描き慣れている学生は見たままではなく想像し描いてしまうこ

とで図学を学ぶ上では諸害になること，一方，模型やアニメー

ションなどの利用は効果的であることなどの報告があった．

２５）３次元グラフィックス APIの Java3Dを用いたプログ

ラミング教育の事例報告で，グラフィックスを含む制作実習を

取り入れことにより実行結果の視覚化させることで学習のモチ
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ベーションをあがること，間違いが見つけ易くなることなどの

効果があること，しかしながら Java3Dの APIの詳細につい

ては時間的課題があることなどが示された．

それぞれの講演に対して会場からも多くの意見や質疑が交わ

され活発な議論が行われた．

（報告：阿部 浩和）

セッション６：造形 （座長：面出 和子）

２６）美術評論家ジャンヌレ 加藤 道夫（東京大学）

２７）彫刻の動勢と力学 福江 良純（京都八幡高等学校）

２８）イメージによる風景の創造―ヴィジュアルリテラシーとプ

ロダクション― 茂登山 清文（名古屋大学）

２９）数理的な造形を用いた作品制作の展開

横山 弥生（大同大学）

３０）デザイン・バイ・ペーパーチューブ―アルゴリズミックデ

ザインによる家具の製作― 安藤 直見（法政大学）

２６）ル・コルビュジェことジャンヌレの美術評論を分析し，

ピュリスム絵画の構図や建築を構成する規則を明らかにした研

究の発表であった．そこでは，１９２０年代に，ジャンヌレとオザ

ンファンが編集した『レスプリ・ヌーヴォー』に掲載された美

術評論，またその後の『近代絵画』，『今日の装飾芸術』着目し

ながら，絵画作品の構図と建築の関わりについてどのように思

考されてきたのかが考察された．また二人の関係についても言

及されており，興味深かった．

２７）近代芸術に重要な転換をもたらしたキュビスムと，芸術

における近代的な立体の意味を明らかにした石井鶴三の造形理

論を対置しながら，造形芸術の仕組みを考察した．従来はキュ

ビスムの問題は，絵画を中心に語られることが多かったが，こ

こでは石井鶴三の立体造形論と比較しながら，「立体」の問題

として扱うことで，キュビスムの動向を一般的な創造行為とし

て位置づけている．

２８）ヴィジュアルリテラシーの獲得においては，単にイメー

ジの制作と理解されがちであるが，それ以上にイメージ理解を

介した三次元空間の生産と解釈することも可能ではないかとい

うヴィジュアルリテラシーの概念の拡張を試みた．ここでは，

ニューヨーク，マンハッタンのハドソン川に近いハイラインに

おける写真を例に，風景とピクチャレスクの関係について考察

し，イメージを見ることと風景を造りだすことの関係，現在の

視覚性の理解や高度な CG技術への傾倒を問い直す必要がある

のではないかと言及した．

２９）数理的な造形方法を利用して，コンピュータグラフィッ

クスにより生成した作品制作の詳細な過程について紹介した．

ここでは，螺旋形状を取り上げており，作品に展開している．

３０）アルゴリズミックデザインを用いて，コンピュータ上で

複雑な形態を容易に生成することができるが，実際の建築や家

具として建設・製作するには必ずしも容易ではないこともあ

る．そのために，アルゴリズミックデザインにより構想した家

具のアイディアを実際に製作するにあたりどのような問題が生

じるかを考察した．ここでは，壁全体に設置するための紙管を

素材とした家具（棚）を試作しながら，問題の所在を考察し，

解決に向かっての試みを言及した．

このセッションでは，２日目最後であったが，造形分野に関

わる方のみならず，他分野の聴衆者も参加されて，各発表に対

する質問もなされ活発であった．

（報告：面出 和子）
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［別掲１］

２０１１年度会務報告（２０１１．４～２０１２．３）

１．会員の状況（２０１２年３月末現在，［ ］内は２０１１年３月末）

１）名誉会員１３名 ［１３］

２）正会員２７９名 ［２９５］

３）学生会員１４名 ［１４］

４）賛助会員１７社１８口 ［１５社１７口］

２．会務の状況

１）理事会の開催１３回

４８５回２０１１．４．１５ ４８６回２０１１．４．２８

４８７回２０１１．５．１３ ４８８回２０１１．５．１４

４８９回２０１１．６．９ ４９０回２０１１．７．１５

４９１回２０１１．９．１２ ４９２回２０１１．１０．１４

４９３回２０１１．１１．１１ ４９４回２０１１．１１．２６

４９５回２０１２．１．１０ ４９６回２０１２．２．２０

４９７回２０１２．３．２２

２）「図学研究」の発行

第４５巻２号（通巻第１３２号２０１１．６）

第４５巻３号（通巻第１３３号２０１１．９）

第４５巻４号（通巻第１３４号２０１１．１２）

第４６巻１号（通巻第１３５号２０１２．３）

３．２０１１年度春季大会の開催（詳細は会誌第４５巻３号を参照）

１）期日・場所

２０１１年５月１４日～１５日東京電機大学神田キャンパス

２）実行委員会

［委員長］松田 浩一

［委 員］櫻井 俊明 田中 一郎 宮腰 直幸

山畑 信博

３）プログラム委員会

［委員長］奈尾 信英

［委 員］遠藤 潤一 高 三徳 定国 伸吾

高山 文雄

４）総会議事

�２０１０年度会務報告

�各種委員会報告等

�２０１０年度収支決算報告

�２０１０年度会計監査報告

�第２３期役員選出

�組織改定の提案

�２０１１年度事業計画案審議

�２０１１年度予算案審議

�名誉会員の推薦

�２０１０年度学会賞選考委員会報告

�２０１１年度学会賞選考委員選出

�第６回論文賞「研究論文賞」報告

５）名誉会員証授与式

６）学会賞授与式

７）第６回論文賞「研究論文賞」授与式

８）学術講演３６編

９）懇親会

４．２０１１年度秋季大会の開催（詳細は会誌第４６巻１号を参照）

１）期日・場所

２０１１年１１月２６日～２７日 大阪市立大学杉本キャンパス

２）実行委員会

［委員長］ 鈴木 広隆

［副委員長］飯田 尚紀

［委員］ 安藤 直見 榊 愛 安福 健祐

吉田 晴行

３）プログラム委員会

［委員長］ 安藤 直見

［委員］ 柴田 晃宏 辻合 秀一

４）招待講演

韓 宝玲 「中国の工業教育と中国図学教育の改革」

５）研究発表４６編

６）懇親会

５．各種委員会（省略）

６．研究会

１）図学教育研究会

Ⅰ）第４６回研究会

日時：２０１１年５月１５日

場所：東京電機大学東京神田キャンパス

タイトル：建築系学科における３D•CG/CADツール

の意義と教育の在り方

内容：講演３題 質疑応答 討論

Ⅱ）第４７回研究会

日時：２０１１年１１月２７日

場所：大阪市立大学杉本キャンパス

タイトル：初等・中等教育における図形・図法（幾何

学）に関わる授業とその必要性

内容：講演３題 質疑応答 討論

７．第５回デジタルモデリングコンテスト作品展示

応募受付 ２０１１年６月１日～２０１１年９月３０日

応募作品数 １１編

審査の結果，最優秀賞１件，優秀賞１件，入選３件を選出

作品展示期間 ２０１１年１１月２６日～２７日（大阪市立大学学術

情報センター）
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８．各支部活動

１）北海道支部

Ⅰ）第２４回支部総会・講演会

２０１１年７月２８日 北海道大学

講演２編 早坂 洋史（北海道大学）

「火が作る地球の形」

堀 じゅん子 デザイン会社主宰

「イメージと仮想現実―『名所江戸百景』

における生態学的視覚―」

支部総会

Ⅱ）支部例会

２０１１年１２月２日 北海道情報大学札幌サテライト

講演１編 隼田 尚彦（北海道情報大学）

「北海道情報大学のデザイン教育の試み」

２）東北支部

Ⅰ）支部総会・懇談会

Ⅱ）支部懇談会

Ⅲ）支部講演会

以上震災のため，開催を見送った．

３）中部支部

Ⅰ）支部総会 ２０１２年２月２８日 北陸職業能力開発大学校

Ⅱ）例会

秋季講演・研究発表会

２０１１年１２月１６日 大同大学

研究発表 ５編

「第４回日本図学会中部支部奨励賞」２編表彰

冬季例会

２０１２年２月２８日 北陸職業能力開発大学校

研究発表 １０編，懇親会

４）関西支部

Ⅰ）支部総会

２０１２年２月１８日 産業技術短期大学

Ⅱ）第９０回支部例会

講演＋見学会

２０１１年９月２９日 島津製作所三条工場

木下英治 「W３号館分析装置生産ライン」

Ⅲ）第９１回支部例会

２０１２年２月１８日 産業技術短期大学

高度情報化技術研究会（HIT研究会）第２５回大会

共催

学術講演２３編

５）九州支部

Ⅰ）第３７回支部総会

２０１１年８月２６日九州大学大橋キャンパス

Ⅱ）特別講演会

２０１１年８月２６日九州大学大橋キャンパス

新見 研二（株式会社トヨタケーラム）

「三次元入力システムの現状と利用分野の拡大」

Ⅲ）研究発表会

２０１１年８月２６ 日九州大学大橋キャンパス

講演２編

Ⅳ）図学会九州支部のアクティビティ向上のための意見交

換会

２０１１年８月２６日 九州大学大橋キャンパス

V）見学会

２０１１年８月２６日 九州大学芸術工学研究院デジタル工

房

Ⅵ）支部交流会

２０１１年８月２６日

Ⅶ）支部役員会

２０１１年９月１７日 九州大学大橋キャンパス

Ⅷ）第１回九州支部研究会

「モンジュの図法幾何学を読み解く」

２０１１年１２月１０日 九州大学大橋キャンパス

Ⅸ）第２回九州支部研究会

「モンジュの図法幾何学を読み解く」

２０１２年２月１８日 九州大学大橋キャンパス

X）第３回九州支部研究会

「モンジュの図法幾何学を読み解く」

２０１２年３月３１日 九州大学大橋キャンパス

９．寄贈図書

�『DOVAL幾何学』（蛭子井博孝氏寄贈）

�『CADDM Vol.20, No.2』（中国工程図学学会寄贈）

�『図学研究 PR号』（飯田尚紀氏寄贈）

�『３D?CAD/CG入門（第２版）―Inventorと3ds Maxで

学ぶ図形科学―』（鈴木賢次郎・横山ゆりか・金井崇共

著，サイエンス社）（鈴木賢次郎氏・横山ゆりか氏・金井

崇氏寄贈）

�『画像電子学会誌 Vol.41 No.1：学会誌完全電子化―随

想特集号』（一般社団法人画像電子学会）
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［別掲２］

日本図学会２０１１年度収支決算書

自 ２０１１年４月１日
至 ２０１２年３月３１日

注１：図学研究頒布，バックナンバーなど
注２：大会残金
注３：春季大会参加費２９０，０００円（一般５，０００円／人），学術講演論文集著者印刷製本費１６５，０００円（５，０００円／編），論文集売上１０，０００円（学生１，０００円／部）
注４：秋季大会参加費２６５，０００円（一般５，０００円／人），学術講演論文集著者印刷製本費２３０，０００円（５，０００円／編），論文集売上９，０００円（学生１，０００円／部）
注５：利息，学術著作権協会・出版者著作権協会からの分配金など
注６：４５巻２号～４６巻１号
注７：開催校へ２００，０００円，論文集印刷費２９８，０９５円（当初予算３５０，０００円），賞状筆耕代
注８：開催校へ２００，０００円，論文集印刷費４０４，２５０円（当初予算３００，０００円）
注９：図学教育研究会補助金２０，０００円，JABEE年会費１００，０００円，学会賞副賞２０，０００円，論文賞・研究発表表彰関係２９，９４２円（当初予算２０，０００円），デジタルモ

デリングコンテスト経費６，２１６円（当初予算４０，０００円）
注１０：編集委員会用 PC，ソフトウェア，封筒・はがき印刷，コピー用紙，インクカートリッジなど
注１１：大阪市立大学（秋季大会）への出張旅費，春・秋季大会開催支部からの理事会出席のための旅費など
注１２：大会残金を東日本大震災救援金として寄付

特別会計２０１１年度収支決算書
自 ２０１１年４月１日
至 ２０１２年３月３１日

収入

繰越金 １１，７１７，６７０
『POV−Rayによる３次元 CG制作』印税 ３４３，９８０
利子 ２，０６８
収入計 １２，０６３，７１８

支出

秋季大会中国招聘費 ２０８，０００
秋季大会中国歓迎費 ３４，００９
ICGG２０１２開催費用補助（２，０００USD） １５７，３４０
上記送金手数料 ７，０００
支出計 ４０６，３４９

差 引 １１，６５７，３６９

科 目 予算額 決算額 差 異 備 考

収

入

個 人 会 員 入 会 金 ５，０００ ０ ５，０００

個 人 会 員 会 費 ２，４００，０００ ２，０７５，０００ ３２５，０００

賛 助 会 員 会 費 １８０，０００ １６５，０００ １５，０００

論 文 掲 載 料 ６００，０００ ５９０，０００ １０，０００

出 版 収 入 １２０，０００ １２６，３８０ ▲６，３８０ 注１

寄 付 金 ０ １２６，４７３ ▲１２６，４７３ 注２

広 告 料 １００，０００ １００，０００ ０

雑 収 入 ９５０，０００ １，０１７，１２６ ▲６７，１２６

春季大会関係 ５００，０００ ４６５，０００ ３５，０００ 注３

秋季大会関係 ４００，０００ ５０４，０００ ▲１０４，０００ 注４

そ の 他 ５０，０００ ４８，１２６ １，８７４ 注５

繰 越 金 ３，０７９，９６６ ３，０７９，９６６ ０

当 期 収 入 合 計（A） ７，４３４，９６６ ７，２７９，９４５ １５５，０２１

支

出

事

業

費

会 誌 印 刷 発 送 費 ２，０００，０００ １，９３６，２００ ６３，８００ 注６

春 季 大 会 開 催 費 ５５０，０００ ５００，０９５ ４９，９０５ 注７

秋 季 大 会 開 催 費 ５００，０００ ６０４，２５０ ▲１０４，２５０ 注８

委 員 会 費 ０ ０ ０

事 業 支 出 ２００，０００ １７６，１５８ ２３，８４２ 注９

小 計 ３，２５０，０００ ３，２１６，７０３ ３３，２９７

経

常

費

会 議 費 ３０，０００ ０ ３０，０００

通 信 費 １００，０００ ６３，５００ ３６，５００

物 品 費 １６０，０００ ３３８，５１７ ▲１７８，５１７ 注１０

旅 費 及 び 交 通 費 １５０，０００ ８８，８４０ ６１，１６０ 注１１

事 務 経 費 ７５０，０００ ４３０，３２２ ３１９，６７８

支 部 補 助 費 １５５，０００ １５５，０００ ０

雑 費 ２０，０００ １０，０８０ ９，９２０

小 計 １，３６５，０００ １，０８６，２５９ ２７８，７４１

予 備 費 ２，８１９，９６６ １２６，４７３ ２，６９３，４９３ 注１２

当 期 支 出 合 計（B） ７，４３４，９６６ ４，４２９，４３５ ３，００５，５３１

繰 越 収 支 差 額（A）－（B） ２，８５０，５１０ 次期繰越金

日本図学会２０１２年度春季大会報告
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［別掲３］

２０１２年度事業計画

１．会誌の発行

会誌「図学研究」年４回発行（第４６巻２号～第４７巻１号）

２．２０１２年度春季大会の開催

２０１２年５月１２日～１３日 大同大学滝春キャンパス

３．２０１２年度秋季大会の開催

２０１２年１２月１５日～１６日 東京工科大学蒲田キャンパス

４．理事会の開催

原則として毎月１回定例理事会を開催

５．各種委員会の活動

１）編集委員会

２）企画広報委員会

３）学会賞選考委員会

４）将来構想委員会

６．図学国際会議（ICGG２０１２）の共催

２０１２年８月１日～５日 モントリオール市（カナダ）McGill

大学にて開催

７．研究会活動

１）図学教育研究会

Ⅰ）第４８回研究会

２０１２年５月１３日 大同大学滝春キャンパス

「３D-CAD/CG時代における図法幾何学教育の意義―

モンジュの図法幾何学を読み解く―」

Ⅱ）第４９回研究会

２０１２年１２月１６日 東京工科大学蒲田キャンパス

８．第６回デジタルモデリングコンテスト

９．各支部活動（総会，例会，見学会等の予定）

１）北海道支部

Ⅰ）第２５回支部総会・講演会

２０１２年６月 道都大学を予定

Ⅱ）支部例会・講演会 時期 ２０１２年１１月予定

２）東北支部

Ⅰ）支部講演会・総会・懇談会 ２０１２年６月 場所未定

Ⅱ）支部講演会・懇談会 ２０１２年１２月 場所未定

Ⅲ）CG・CAD・CAE応用懇談会

３）中部支部

Ⅰ）支部総会 ２０１３年２月または３月 春日井

Ⅱ）支部例会 秋季例会 ２０１２年１１月 金沢

冬季例会 ２０１３年２月または３月 春日井

４）関西支部

Ⅰ）第９２回支部例会（講演）

２０１２年８月～９月開催予定

中国地方もしくは四国地方

Ⅱ）第９３回支部例会（研究発表会）

２０１３年２月上旬開催予定 場所未定

Ⅲ）支部総会 ２０１３年２月上旬開催予定 場所未定

５）九州支部

Ⅰ）第３８回支部総会 ２０１２年８月 福岡大学

Ⅱ）研究発表会 ２０１２年８月 福岡大学

Ⅲ）特別講演 ２０１２年８月 福岡大学

Ⅳ）見学会 ２０１２年８月 見学先未定

Ⅴ）支部交流会 ２０１２年８月

Ⅵ）第４回九州支部研究会

「モンジュの図法幾何学を読み解く」

九州大学大橋キャンパス

Ⅶ）第５回九州支部研究会

「モンジュの図法幾何学を読み解く」

九州大学大橋キャンパス

Ⅷ）支部役員会①

Ⅸ）支部役員会②

各支部役員（２０１２年５月１３日現在）

北海道支部

［支部長］ 橋場 幸宗 ［幹事］隼田 尚彦

［会計監事］井野 智

東北支部

［支部長］ 櫻井 俊明 ［幹事］松田 浩一

中部支部

［支部長］ 長坂 今夫 ［監事］茂登山 清文

［委員］ 横山 弥生（庶務） 辻合 秀一（会計）

川崎 寧史 北 栄輔 奥村 和則

関西支部

［支部長］ 鈴木 広隆 ［副支部長］飯田 尚紀

［支部理事］高田 一郎 安福 健祐 橋寺 知子

宮本 昌彦 藤原 順介 榊 愛（会計）

福江 良純

九州支部

［支部長］ 大月 彩香 ［副支部長］福田 幸一

［委員］ 金元 敏明 久保 明雄（会計）

長友 謙二 中山 伸介（庶務）

竹之内 和樹

［会計監査］梅野 高司

日本図学会２０１２年度春季大会報告
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各種委員会・研究会（２０１２年度）

編集委員会

［委員長］ 面出 和子

［副委員長］倉田 和夫

［委員］ 荒木 勉 安藤 直見 加藤 道夫

今間 俊博 齋藤 綾 定国 伸吾

椎名 久美子 竹之内 和樹 舘 知宏

堤 江美子 西原 小百合 三谷 純

宮永 美知代 森田 克己 山畑 信博

吉田 晴行

企画広報委員会

［委員長］ 横山 弥生

［副委員長］金井 崇

［委員］ 安藤 直見 木多 彩子 高 三徳

近藤 邦雄 今間 俊博 定国 伸吾

椎名 久美子 鈴木 広隆 辻合 秀一

堤 江美子 奈尾 信英 長友 謙二

隼田 尚彦 町田 芳明 松田 浩一

宮腰 直幸 山口 泰

学会賞選考委員会

［委員］ 荒木 勉 加藤 道夫 面出 和子

将来構想委員会

［委員長］ 堤 江美子

［副委員長］山口 泰

［顧問］ 鈴木 賢次郎

［委員］ 阿部 浩和 荒木 勉 安藤 直見

大月 彩香 小高 直樹 加藤 道夫

近藤 邦雄 櫻井 俊明 椎名 久美子

鈴木 広隆 長坂 今夫 橋場 幸宗

三谷 純 面出 和子 横山 弥生

図学教育研究会

［委員長］ 阿部 浩和

［委員］ 石松 丈佳 大月 彩香 小高 直樹

近藤 邦雄 椎名 久美子 鈴木 賢次郎

鈴木 広隆 辻合 秀一 平野 重雄

三谷 純 村松 俊夫 森田 克己

日本図学会２０１２年度春季大会報告
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［別掲４］

日本図学会２０１２年度予算書

注１ 春季大会参加費（一般５，０００円／人），学術講演論文集著者印刷製本費（５，０００円／人）
注２ 秋季大会参加費（一般５，０００円／人），学術講演論文集著者印刷製本費（５，０００円／人）
注３ ４６巻２号～４７巻１号
注４ 開催校へ２００，０００円，論文集印刷費３５０，０００円程度
注５ 開催校へ２００，０００円，論文集印刷費３５０，０００円程度
注６ 図学教育研究会補助金２０，０００円，JABEE年会費１００，０００円，学会賞副賞２０，０００円，優秀研究発表賞，研究奨励賞および論文賞２０，０００円，

デジタルモデリングコンテスト経費４０，０００円
注７ 大同大学（春季大会），東京工科大学（秋季大会），産業技術短期大学（次年度春季大会）

科 目 予算額 前年度予算額 増 減 備 考

収

入

個 人 会 員 入 会 金 ５，０００ ５，０００ ０

個 人 会 員 会 費 ２，４００，０００ ２，４００，０００ ０

賛 助 会 員 会 費 １８０，０００ １８０，０００ ０

論 文 掲 載 料 ６００，０００ ６００，０００ ０

出 版 収 入 １２０，０００ １２０，０００ ０

寄 付 金 ０ ０ ０

広 告 料 １００，０００ １００，０００ １００，０００

雑 収 入 １，０５０，０００ ９５０，０００ １００，０００

春 季 大 会 ５００，０００ ５００，０００ ０ 注１

秋 季 大 会 ５００，０００ ４００，０００ １００，０００ 注２

そ の 他 ５０，０００ ５０，０００ ０

繰 越 金 ２，８５０，５１０ ３，０７９，９６６ ▲２２９，４５６

収 入 計 ７，３０５，５１０ ７，４３４，９６６ ▲１２９，４５６

支

出

事

業

費

会 誌 印 刷 発 送 費 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ 注３

春 季 大 会 開 催 費 ５５０，０００ ５５０，０００ ０ 注４

秋 季 大 会 開 催 費 ５５０，０００ ５００，０００ ５０，０００ 注５

委 員 会 費 ０ ０ ０

事 業 支 出 ２００，０００ ２００，０００ ０ 注６

小 計 ３，３００，０００ ３，２５０，０００ ５０，０００

経

常

費

会 議 費 ３０，０００ ３０，０００ ０

通 信 費 １００，０００ １００，０００ ０

物 品 費 １６０，０００ １６０，０００ ０

旅 費 及 び 交 通 費 ５０，０００ １５０，０００ ▲１００，０００ 注７

事 務 経 費 ６００，０００ ７５０，０００ ▲１５０，０００

支 部 補 助 費 １５５，０００ １５５，０００ ０

雑 費 ２０，０００ ２０，０００ ０

小 計 １，１１５，０００ １，３６５，０００ ▲２５０，０００

予 備 費 ２，８９０，５１０ ２，８１９，９６６ ７０，５４４

支 出 計 ７，３０５，５１０ ７，４３４，９６６ ▲１２９，４５６

※特別会計から HP作成費を支出（１５０万程度を予定）
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駅空間の多様性・複合性に関する研究：その２
―歩行空間としての鉄道駅―

田代 ゆき子 Yukiko TASHIRO

島田 朋 Tomo SHIMADA

安藤 直見 Naomi ANDO

大邱市邑城地区における街路形態と土地利用状
況との関連
羅 羽哲 Woochul NA

阿部 浩和 Hirokazu ABE

Turing Pattern を用いた建築の形態構成につ
いての試み
牧 真太朗 Shintaro MAKI

安福 健祐 Kensuke YASUFUKU

阿部 浩和 Hirokazu ABE

現在，日本の鉄道駅は，商空間をもつ駅構内が「エキナカ」，

複合施設のある駅が「エキマチ」と呼ばれ，交通という枠を超

え，商業，文化，医療施設などが加わり，都市の拠点の役割を担っ

ている．また，歩行空間（ペデストリアンデッキ）によって近隣

街区と接続する駅空間は様々な都市性をもつと考えられる．本研

究では，駅空間の接続機能の中でも居住機能（住居およびホテ

ル）に着目し，分類した特徴的な駅空間の平面構成を図式化し，

類型化することにより，多様性と複合性を明らかにする．

キーワード：形態構成／駅空間／平面構成／図式化

韓国の大邱市は，朝鮮半島の東南部に位置しており，中心市街

地は１７３７年に建設された邑城を中心に形成され，当時は自然発生

的に形成された細街路空間が数多く存在していた．しかしながら

それらは日帝時代以降の都市開発や市街地活性化事業によって急

速に消失し，現在ではこのような歴史的な景観を残す細街路空間

はあまりみられなくなった．一方近年歴史的，文化的景観保全の

流れとともに大邱市においても旧市街地に残る街路景観の価値が

見直され，中区主催の細街路ツアーなども企画されるなど，その

維持保全への関心が高まってきている．

本論文は，日本の統治時代（１９２０年）と現在（２００９年）の街路

パターンをスペースシンタックスにおける軸線分析とセグメン

ト・アンギュラー分析の二つの手法を用いて定量化し，その形態

的変化を分析するとともに，現在の邑城地区における建築，土地

利用状況と街路パターンとの関連性を評価し，大邱市邑城地区内

における歴史的街区の特徴を把握することを目的とする．

キーワード：空間認識／スペースシンタックス／街路パターン／

土地利用

自然の英知を模すことにより人類が抱えている問題を解決して

いくというバイオミミックの概念は古代より続く自然界の形態や

日本図学会

２０１２年度春季大会

研究発表

要旨
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近代建築の平面形態に用いられる台形に関する
研究
石井 翔大 Shota ISHII

安藤 直見 Naomi ANDO

平面図の陰影による空間把握状況の調査とその
評価
阿部 浩和 Hirokazu ABE

服部 俊一郎 Shunichirou HATTORI

特徴を保持したボリュームデータからの軽量な
ポリゴン化
道川 隆士 Takashi MICHIKAWA

鈴木 宏正 Hiromasa SUZUKI

図法幾何学の図学からベクトル空間幾何学の
CG図学への再構成
―表計算ソフトウェアによる図形科学（３）―

田城 徽雄 Yoshio TASHIRO

３次元CGモデリングとモンジュの図法幾何学
大月 彩香 Ayaka OHTSUKI

システムの模倣の新たな手段として，地球温暖化等の環境破壊に

対する新たな解決策としての可能性をはらんでいるといえる．本

論文では生物の自己組織化に着目し，チューイングの反応拡散理

論を３次元に拡張することで新たな形態生成のプログラムを開発

することを目的とする．チューリングパターンは反応拡散方程式

で記述され，動物の表皮の模様を再現できる．その他にも自然界

や宇宙に存在する様々な現象を解明する方法のひとつとして用い

られている．この反応拡散方程式を建築形態に応用することによ

り，従来の静的で無機質な建築空間とは異なる，生命を髣髴とさ

せる動的で有機的な建築空間が形成される．

キーワード：形態構成／アルゴリズミック・デザイン／バイオミ

ミック

平面図において矩形ではなく台形を示す特徴的な近代建築を取

りあげ，それらの平面形態において台形が果たしている役割を検

証した．具体的にはル・コルビュジェの国際連盟会館設計協議

案，丹下健三の旧東京都庁舎，大東亜記念造営計画設計競技１等

案，広島平和記念公園と日南市文化センター，また大江宏の法政

大学５５／５８年館である．これらの建築を検証していく中で，台形

は建築を貫く軸線，或いは建築の外部まで拡張する軸線を作り出

す事に大きな役割を担っている事が分かった．

キーワード：形態構成／丹下健三／大江宏／建築平面

正投象で描かれた空間上にある図形形態の様相は２面以上の投

影図によって，その立体形状を把握することができるが，その１

面の投影図に陰影を書き込むことによってもある程度把握でき

る．本研究は正投象で描かれた平面図に陰影を付けた図を提示

し，その空間的形状を把握させることで，選択肢の中から陰影を

施した平面図に対応する正面図を選ばせる客観テスト（SMT）

を作成し空間認識に関るテストとともに実施した結果，SMTの

平均値と標準偏差は地球クラスで６．３５±２．１７点，環境クラスで

６．１４±２．３８点であり，SMTの回答方略は①平面図から各ブロッ

クの高さを把握②選択肢の正面図の見え掛りの外形状認識③平面

図との関係における各層のブロックの奥行把握の３つが必要であ

ること，SMTと図学の成績との相関関係は見られない一方，

MCTとの相関係数は０．４３～０．４６で特にパタン判別問題との間で

低い相関関係が見られた．

キーワード：空間認識／図学教育／正投象

本稿では，海綿骨のように，内部に空洞が多い物体について，

表面部分のみをポリゴン化する手法について述べる．提案手法

は，クロージング処理により構造を簡単にしたポリゴンの各頂点

を，Marching Cubes法で生成したポリゴンにフィッティングさ

せることで生成する．これにより，Marching Cubes法と同等の

詳細さをもった軽量なポリゴンを生成できる．

キーワード：CG／形状処理

CG図学とはコンピューター・グラフィックスを技術手段とし

て再構成し，線形代数学とベクトル空間幾何学を基礎として成立

する図学である．従って，CG図学は用器製図を技術手段とし図

法幾何学を基礎として成立した G.Monge図学を正統に継承した

図学である．

表計算ソフトウェアによる CG図学は，線形代数学の導入とグ

ラフ作成機能を利用した作図によりベクトル空間幾何学の展開す

る CG図学として G.Monge図学を一般的な手段で再構成するこ

とができる．

本研究では，CG図学の構成的な展開と動的な展開を，CAD

や高度なプログラム作成能力を問わない一般的な表計算ソフト

ウェアによって行い，設計製図実務への応用と諸学の基礎として

の CG図学に論及する．

キーワード：図学論／CG図学／空間幾何学／図学教育

モンジュの図法幾何学は，形あるものを作るために学校で論理

立てて教育された最初の工学教育ではないだろうか．ものをつく

ることは，すなわち図面を作成すること．紙メディア上での仮想

的なものつくりであると考える事ができる．今日では，仮想的な

ものつくりに三次元 CADが使用されている．教育においてもこ

の三次元 CADを使用することも多くなっている．本発表では，

過去に行われた図法幾何学という教育がコンパスと三角定規とい

う道具の使用が前提であるなら，今日ではそれは三次元 CGであ

ると位置づけ，今日における図学教育のあり方を考える．

２０１２年度春季大会研究発表要旨
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Open GLを使ったAndroid ソフト開発
鈴木 崇史 Takashi SUZUKI

山島 一浩 Kazuhiro YAMASHIMA

曲線描画を用いたキャラクターの顔原案作成シ
ステムの開発
津田 健 Ken TSUDA

茂木 龍太 Ryuta MOTEGI

三上 浩司 Koji MIKAMI

近藤 邦雄 Kunio KONDO

絵画作品の鑑賞行為と鑑賞者の属性
成 知垠 Jieun SEONG

鄭 � Qi ZHENG

張 冠文 Guanwell ZHANG

茂登山 清文 Kiyofumi MOTOYAMA

SURFアルゴリズムを用いた爪認識手法
福中 優 Yu FUKUNAKA

鈴木 浩 Hiroshi SUZUKI

長 聖 Satoshi CHO

佐藤 尚 Hisashi SATO

仮想切断面実形視テスト実施時の脳の賦活域
西原 小百合 Sayuri NISHIHARA

西原 一嘉 Kazuyoshi NISHIHARA

ホーエンベルグの再構成法（透視図逆変換）の
研究
西原 一嘉 Kazuyoshi NISHIHARA

西原 小百合 Sayuri NISHIHARA

キーワード：図学／モンジュ／図法幾何学／三次元 CAD／教育

OpenGLは，グラフィクスハードウェアのアプリケーション

プログラミングインタフェースである．Androidは，スマート

フォンやタブレット PCなどの携帯情報端末を主なターゲットと

して開発されたプラットフォームである．この Androidで

OpenGLを用いた場合について，ソフト開発をし，それについ

て考察をした．

キーワード：CG／携帯端末／OpenGL

アニメのコンテンツにおいてキャラクターデザインは，その作

品の魅力にかかわる大きな要素の一つである．従来のデザイン方

法は，リテラル資料だけで伝えているため，リテイクの回数が多

くなる．そのため，ヴィジュアル資料を使いデザイナーにより明

確に意思を伝えなければならない．そこで本研究では，既存のア

ニメキャラクターの顔を調査，分析し，そのデータを用いて幾つ

かの顔のパターンをデータベース化した．絵が不得意な人が意図

したキャラクターデザイン原案を作成する事が可能な編集システ

ムの開発を行う．

キーワード：CG／キャラクターメイキング

現代アートは，難しいと感じている鑑賞者が多い．美術館や

ギャラリーではその鑑賞をサポートするため，アーティスト，作

品の解説を観客に提供している．本研究では，それ以外の支援方

法について提案したい．そのため，鑑賞する際の人の行為に着目

し，展覧会を開いたギャラリーで測定する実験をおこない，鑑賞

者の属性を含むアンケートとインタビューをとった．実験を通じ

て得られた情報を共有することで鑑賞力を高める方法を考えたい

と思う．本発表では，実験から得られたアンケートにその鑑賞者

の属性と実験のインタビューとを分析することを通して鑑賞行為

について考察する．

キーワード：画像処理／鑑賞行為／鑑賞支援

本研究では，ネイルアートのシミュレーションを作成する際に

必要となる爪認識の手法を検討する．ネイルアートのシミュレー

ションには，拡張現実（以下：AR）の分野で物体認識した対象

の上に３Dオブジェクトを表示する技術を用いて行う．本研究

で作成したシステムは，画像認識の分野で用いられている SURF

アルゴリズムを使い物体の認識を行う．SURFアルゴリズムは，

特徴点を検出し爪の比較を行う．この際に，爪が検出されない場

合がある．検出されない場合に対して，本研究では，色認識と

SURFアルゴリズムを用いることで爪をより認識することがで

きるのでははなかと考え研究を行う．

キーワード：画像処理／物体認識／拡張現実

これまでの研究により，島津製作所製の機能的近赤外分光分析

装置（fNIRS）によるMCT（Mental Cutting Test，仮想切断面

実形視テスト）の結果，脳前頭前野表面上に限られるものの、脳

の賦活域が脳前頭前野左上隅および脳前頭前野右前下部であるこ

とを明らかにした．本論文ではさらに空間認知の際の脳賦活域を

特定するために新たな測定を行い，MCTの各問題と解答時の脳

賦活域との間に一定の強い関連のあることを見いだすことができ

た．

キーワード：空間認識／切断面実形視テスト／fNIRS

学生たちに図学の重要性を知らせる１つの方法として，ホーエ

ンベルク教授の著書である「技術における構成幾何学（上巻）」

に取り上げられている「写真から建物を再構成する方法」の分か

り易い解明を試みた．ただし，２消点透視図である「オスロ―の

市庁舎」，３消点透視図である「アマルフィーのドーム」（いずれ

も現存している）などのホーエンベルグの再構成法は初心者（特

に機械系の）にとっては大変理解しにくい．そこで，その基本と

２０１２年度春季大会研究発表要旨
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作図結果から見た３D-TVのサイズ統一の必要
性について
吉田 勝行 Katsuyuki YOSHIDA

映画に描かれた住空間のイメージ記述に関する
研究
種田 元晴 Motoharu TANEDA

安藤 直見 Naomi ANDO

映像分析に基づくカメラワークシミュレーショ
ン支援手法
兼松 祥央 Yoshihisa KANEMATSU

宍戸 康太 Kouta SHISHIDO

三上 浩司 Koji MIKAMI

近藤 邦雄 Kunio KONDO

イメージの理解を深める写真体験
―中川運河の写真を使ったワークショップの実施―

荘司 陽太 SHOJI Yota

茂登山 清文 MOTOTAMA Kiyofumi

リアルタイム・セルアニメーション制作システ
ムの考察
今間 俊博 Toshihiro KOMMA

斎藤 隆文 Takafumi SAITO

なる基点法，測点法を中心に透視図法の研究を行った．またグー

グルの航空写真を手掛かりにその再構成法の解読をおこなった．

キーワード：図学教育／透視図逆変換／再構成／ホーエンベルグ

書き割り効果や箱庭効果と呼ばれるような歪の無い自然な立体

視融合像を３D-TV上で得るためには、視聴者の両眼間距離に正

確に対応した左眼用画像と右眼用画像のずれを確保する必要があ

り、各３D-TVは画面の縦方向の寸法の３倍の位置から眺めるこ

とを前提として設計されているところから、この規格を守る限り

３D-TVは画面の大きさを統一し、立体視画像の制作現場はその

大きさを前提に撮影作業を実施する必要があることを、直観図学

の観点から作図により検証する。

キーワード：応用幾何学／立体視／融合像／３D-TV／箱庭効果

映画には，娯楽としての側面だけでなく，空間や活動が記録さ

れたデータベースとしての側面があると考えられる．本研究で

は，戦後東京の家族を描いた代表的な映画である『東京物語』

（小津安二郎／１９５３），『家族ゲーム』（森田芳光／１９８３），『トウ

キョウソナタ』（黒沢清／２００８）の３つの映画における空間構成と

家族の活動に着目し，映画をシーンごとに区切ったタイムテーブ

ルを用いて空間構成要素を抽出することにより，そこに描かれた

住空間のイメージを把握する手法の提示を試みる．

キーワード：空間認識／映画／住宅

映像コンテンツにおけるカメラワークは，視聴者に対して何を

どう見せるのかを決める映像制作者の重要な表現手段の１つであ

る．したがって俳優・キャラクターなどの被写体をただ撮影すれ

ば良いのではなく，しっかりと演出意図に基づいてカメラワーク

を検討する必要がある．また，映像コンテンツを制作するとき，

事前に３DCGによるシミュレーションを行うことも多くなって

きた．しかし，カメラワークは３DCGソフトウェアを用いて手

作業で行われており，非常に時間がかかってしまう．

そこで本研究では，既存の映像作品で用いられているカメラ

ワークをライブラリ化し，それを用いたシミュレーションの提案

を行う．

キーワード：CG／カメラワーク／シミュレーション

今日，写真は非常に身近な表現方法となっている一方で，「何

となく見る」という対象に留まっている場合が多いと思われる．

各々がイメージの理解を行うために，視覚を通したリテラシーを

身につける必要性があると感じている．この研究では，写真にお

けるリテラシーとはなにか，また仮にそれが獲得できるとすれば

どのようにしたらよいのか，を考察する．今回は，中川運河の写

真を使ったワークショップを実践し，アンケート結果を考察す

る．

キーワード：造形論／風景写真／リテラシー

これまで，モーションキャプチャと３DCGを用いて，２次元

手描き風アニメ制作手法について研究してきた．これまでの研究

の積み重ねによって，「キーフレーム抽出機能」「キーポーズ判

定・生成機能」「リミテッドアニメ向けインビトゥイーン機能」

「モーション・フィルター機能」「スピードライン生成機能」「光

源と陰影・影のセルアニメ風出力機能」などを組み合わせること

によって２次元手描き風アニメ制作システムとして機能する事が

期待出来る．本論文の目的は，制作時に長い時間を必要とす

る，２次元手描きセルアニメーションを，モーションキャプチャ

と３DCGを用いて，実時間で制作するための考察である．アニ

メーションの制作がリアルタイム化する事によって，実写映像制

作との親和性が高まり，アニメーション制作における人材的な問

題やコストの問題などが大幅に改善される事が期待される．

キーワード：CG／セルアニメーション

２０１２年度春季大会研究発表要旨
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キャラクター設定資料に基づく配色と役割の調
査分析
花田 悠哉 Yuki HANADA

茂木 龍太 Ryuta MOTEGI

三上 浩司 Koji MIKAMI

近藤 邦雄 Kunio KONDO

文科系学生を主対象とした教養科目としての図
形科学教育の一報告
鈴木 広隆 Hirotaka SUZUKI

大西 一嘉 Kazuyoshi ONISHI

小高 直樹 Naoki ODAKA

三次元単独図の属性情報に関する考察
―設計初心者を対象とした単独図の教育方法の一

事例―

平野 重雄 Shigeo HIRANO

喜瀬 晋 Susumu KISE

関口 相三 Sozo SEKIGUCHI

奥坂 一也 Kazuya OKUSAKA

製品デザイン指導の観点からの光造形モデル活
用の意義
本間 巖 Iwao HONMA

デザイン系学科における図学授業での試行につ
いて
宮腰 直幸 Naoyuki MIYAKOSHI

Java3Dによるプログラミング教育
辻合 秀一 Hidekazu TSUJIAI

配色は，キャラクターの雰囲気を視聴者に視覚的に伝えるため

に必要な要素の１つであり，キャラクターに色をつける作業や色

の情報を集める作業を支援するシステムがいくつも存在する．そ

の中で，既存キャラクターの画像から色を抽出して情報を取得

し，そのまま線画に利用しシミュレートするシステムがある．し

かし，それらのシステムが取り扱うのは，キャラクターの色だけ

であり，性格や役割などの「設定」は取り扱かわない．

本研究は，１０５６体のキャラクター配色を分析し，色と役割の設

定情報との関係性や特徴を調査した．

キーワード：CG／画像処理／キャラクターデザイン

著者らは、文科系学生を主対象とした教養科目「「カタチ」の

科学」において、すぐれた形と光の読み手・描き手を養成するこ

とを目的に、「投影の基礎」、「光・視覚の基礎」、「数理的形状の

基礎」、「CGによる形状・明るさ色彩操作の基礎と演習」からな

る図形科学教育を行った。その内容と提出作品、履修学生の感想

について報告を行う。

キーワード：図学教育／空間幾何学／CG

三次元 CADはただ単に設計データの電子データ化あるいは製

図作業・試作の省力化が図られるだけではなく，加工精度，材

料，工程管理，プロジェクト管理など多岐にわたる作業や業務部

門を有機的に結びつけるコア技術として位置づけている．中でも

三次元単独図の活用は総合的かつ効率的な設計業務の手法となっ

てきている．本報では，設計初心者を対象とした単独図の意味合

いとその教育方法の概略を論じる．

キーワード：CAD・CADD／三次元単独図／属性情報

卒業制作のデザイン・モデルとして光造形による製作を試み

た．モデル制作の選択肢として種々考えられたが，造形的条件か

ら光造形による製作を採用し，その指導にあたった．学生にとっ

ては未経験の製作プロセスであり，CADによる形状のデータ製

作ではイメージする形状構築の難しさ，成型後の表面仕上げでは

従来通りの手加工の難しさ等の諸問題を克服しなければならな

かった．結果的には，従前と比べて高品質なモデル制作が実現

し，その有用性を実感することとなった．同時に，この一連のプ

ロセスから，先端技術を活用できる場合であっても立体の構想力

やモデル制作スキルの如何が無視できないことも確認された．ま

た，サポート材との境界面の処理の問題等，光造形による成型品

に特有の留意事項も確認できた．これらを踏まえ，製品デザイン

教育の視点から，新たなモックアップ・モデル製作手法としての

光造形の効果的な活用法を追究したい．

キーワード：造形教育／モックアップ・モデル／光造形

授業の担当者の変更により，筆者は平成２３年度から図学の授業

を行うことになった．デザイン系学科であることから学生の理解

は得やすいと考えていたが，授業の内容が立体図学になった段階

で問題が発生し，学生が理解が出来ない状況となった．これに対

応するため作図を減らし体験と内容の理解に重点を置く形に授業

を変更し，いくつかの試みを行った．発生した問題の中にはデザ

イン系学科ならではというものもあった．試行した内容と結果を

報告する．

キーワード：図学教育／授業／デザイン学科

始めてプログラミングを行う学生に対して制作を伴う実習に

３次元グラフィックス APIの Java3Dを用いた．この実習は，

半数以上の時間に Javaの文法を説明し，AWTと Swingの実習

も行った．そして，Java3Dの APIとサンプルを提示し，最終

課題として，Java３Dを用いたプログラム，レジメ等の提出と

プレゼンテーションを課した．本発表では，最終課題の提出物を

分析する．

キーワード：造形教育／図形情報／Java
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美術評論家ジャンヌレ
加藤 道夫 Michio KATO

キュビスムと石井鶴三―視覚的彫刻の現象学―
福江 良純 Yoshizumi FUKUE

イメージによる風景の創造
―ヴィジュアルリテラシーとプロダクション―

茂登山 清文 Kiyofumi MOTOYAMA

数理的な造形を用いた作品制作の展開
横山 弥生 Yayoi YOKOYAMA

デザイン・バイ・ペーパーチューブ
―アルゴリズミックデザインによる家具の製作―

安藤 直見 Naomi ANDO

本研究では，ル・コルビュジエことジャンヌレのパリデビュー

後の白の時代，すなわち１９２０年代における美術評論を分析した．

その結果，ピュリスム絵画の構図（composition）や建築の構成

（composition）を規整する規則について，以下が明らかになっ

た．１）彼らの提唱したピュリスムの絵画や建築では，第一次感

覚である幾何学的立体は，建築の構成要素としては採用されるも

のの，絵画においてはピュリスムの確立期以降，絵画主題となる

対象から外された．外れた幾何学は，対象そのものの地位から構

成（composition）を制御するものへと役割を変える．２）建築

の構成については，モデュールがウィトルウィウスの『建築論』

へと遡る建築の手段である．３）絵画作品の構図（composition）

を制御する対角線を用いたトラセ・レギュラトゥールや格子（モ

デュール）についていえば，建築における手段と共通するどころ

か，建築から絵画に移入された原理と考えられる．

キーワード：造形論／絵画／建築／ル・コルビュジエ

本発表は，近代芸術に重要な転換をもたらしたキュビスムと，

芸術における近代的な立体の意味を明らかに示した石井鶴三の造

形理論を対置することで，造形芸術の仕組みについて論究するも

のである．これまで，キュビスムは絵画中心の芸術運動として考

察されてきたが，本考察では，それを本来の字義通りに「立体」

の問題として扱うことで，キュビスムを創造行為一般の現象に敷

衍した．具体的には，筆者が提唱する造形現象学の観点をもって

キュビスムの論理と石井の立体造形論とを比較し，キュビスムの

造形理念に裏付けを行っていくものである．

キーワード：造形論／彫刻／キュビスム／立体認識

ヴィジュアルリテラシーの獲得において，プロダクションはイ

メージの理解とともに重要な部分を占めている．それは通常，イ

メージの制作と理解されるが，さらにイメージ理解を介した三次

元空間の生産と解釈することも可能だろう．本発表では，視覚芸

術におけるイメージに深く関わりながら風景が創造された事例と

して，ハイラインとピクチャレスクを参照し，ヴィジュアルリテ

ラシーの概念の拡張を試みる．

キーワード：造形論／ヴィジュアルリテラシー／風景／写真

本研究の目的は，数理的な造形方法を利用し，コンピュータグ

ラフィックス（以下 CG）により形態を生成した上で，さらにア

フィン変換によるさまざまな構成シミュレーションを行うことで

ある．本研究では螺旋形状を取り上げているが，多くの試作形態

は，最終的に視覚的に美しいと感じるもののみを選択し，作品へ

と展開した．本論文は，その一連の過程を示すものである．

数理による形状の生成とその視覚化は，パラメータを変化させ

ることで目をみはるような美しさが見られる．しかし，それ以上

にアフィン変換を用いることで，新しい形を生み出すように，作

品としての全体的なイメージを劇的に変化させる．最終的に作品

化する際のテーマは「永遠」とし，大胆な動きと変化のある美し

さを目指し，これらの作品は，２０１２年３月に International

Center NYのギャラリーで展示を行なった．

キーワード：CG／数理造形／螺旋／アフィン変換

アルゴリズミックデザイン（スクリプト）を用いると，コン

ピュータ上で複雑な形態を容易に生成できる．建築や家具のよう

な形態を生成することも可能であるが，しかし，コンピュータ上

の形態を実際の建築や家具として建設・製作することが容易であ

るとは限らない（むしろ困難な場合が多い）．本研究は，アルゴ

リズミックデザインにより構想した家具のアイディアを実際に製

作する場合にどのような問題が生じるかを，ケーススタディを通

じて検証する．

キーワード：形態構成／アルゴリズミックデザイン／建築／ペー

パーチューブ
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第７回日本図学会論文賞選考結果報告
論文賞選考委員会

第７回日本図学会論文賞選考委員会は，２０１０年および２０１１年

の『図学研究』に掲載された教育論文から，論文賞にふさわし

い優秀な論文の選考を行った．まず，編集委員および図学教育

研究会委員の全員に，候補論文に対する順位づけを呼びかけ

た．その結果に基づいて，選考委員会はもっとも評価の高かっ

た下記の論文を候補として選定し，理事会で報告して承認され

た．

２０１２年度第７回日本図学会論文賞（教育論文賞）

受賞者：正会員 藤田 眞一

受賞論文：３次元 CADによる製

図・設計教育が視点変

換行為の形成に及ぼす

効果

（図学研究 第４４巻１号掲載）

選定理由：

本論文は，中学生を対象にした２次元製図（従来の手描きに

よる製図）と３次元 CAD（Pro/DESKTOP）による製図を一

体にした設計教育と視点変換行為形成プログラムを，中学校技

術・家庭科の技術分野の授業で実施し，製図・設計教育の効果

を検証している．研究は，研究Ⅰ〈視点変換の困難さの同定調

査〉で，プログラム開発の準備をしている．研究Ⅱ〈視点変換

行為形成プログラムと其の効果〉では，研究Ⅰで得た結果によ

るプログラムを同じ生徒に実施した．そして研究Ⅲ〈視点変換

行為の回顧プロトコル分析〉として，ビデオ撮影と回顧プロト

コルによって，その効果が検証されている．結論として，授業

進行に伴って立体の視点変換行為が形成され定着するとのこと

であり，３次元 CADで立体を回転させて可視化することの効

果が述べられている．本論文が，今後の初等図学教育に有益で

あろうことが推察され，期待をよせるものである．なお，この

実験のサンプル数１８９名は有為な数であり，丁寧に分析されて

いることも評価された．

２０１１年度秋季大会優秀研究発表賞，研究奨
励賞選考結果報告

２０１１年度秋季大会における研究発表から，大会参加者による

投票の結果、以下の発表が優秀研究発表賞，研究奨励賞として

選考されました．

優秀研究発表賞（１名）

発表者：舘 知宏（東京大学）

論文題目：空間曲線に基づく剛体折紙

構造の設計

研究奨励賞（１名）

発表者：隈内 修（大阪市立大学）

論文題目：奥行き知覚へのモアレ縞の

影響に関する研究

（写真は，本人欠席のため代理として鈴木広隆氏）

２０１２年度日本図学会論文賞／２０１１年度秋季大会優秀研究発表賞・研究奨励賞選考結果報告
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●報告

第４８回図学教育研究会報告
テーマ：『３D-CAD/CG時代における図法幾何学教育の意義

―モンジュの図法幾何学を読み解く―』
Report on the 48th Graphic Science Education Forum

阿部 浩和 Hirokazu ABE

１．概要
日時：２０１２年５月１３日（日）１３時～１５時

会場：大同大学滝春キャンパス

プログラム

概観（１３：００－１３：１０）

阿部 浩和（図学教育研究会委員長）

講演（１３：１０－１４：１５）

モンジュ 図法幾何学について 概要

福田 幸一（久留米工業高等専門学校）

目的と投象そして基礎問題（第１章）

大月 彩香（九州大学工学研究院）

曲面への接線と法線（第２章）

竹之内 和樹（九州大学芸術工学研究院）

討論、意見交換（１４：１５～１５：００）

２．概況
昨今の大学・高専における図学（図形科学）教育は

様々な制度改革と３DCAD/CGの普及などとともにこれ

までの教育の中心であった「図法幾何学」については希

薄化し，グラフィックリテラシーとしての教育に変化し

つつある．またこれまでの図学（図形科学）教育を担っ

てこられた教員の定年退職が進み，培われてきた教材の

散逸や教育方法の未継承の問題とともに，現在の時代背

景に対応したテキストも少ない中で，図学の教育が行わ

れているケースも多い．しかしながら，ものづくりに関

わる学生の基礎的教養としての図学教育の意義は依然と

して失われておらず，これからの図学教育の方法を考え

ること，或いはその内容を探ることは非常に重要であ

る．

今回の図学教育研究会では九州支部のご協力をいただ

き，図学の原典である「モンジュの図法幾何学」を取り

上げ，その内容と意義をご紹介いただくことで，今後の

図学教育のあり方と方向性などについて議論することと

した．

ここで取り上げたモンジュ（Gaspard Monge）は，

１７４６年フランス東部のボーヌ（Beaune）で生まれた数

学者・科学者でエコール・ポリテクニークの創設者でも

ある．彼は１７９９年に『図法幾何学（画法幾何学）』

（Geometrie descriptive）を著し，これまでの投影法

の概念を体系化したとされている

研究会では九州支部から『３D−CAD/CG時代におけ

る図法幾何学教育の意義―モンジュの図法幾何学を読み

解く―』と題して，モンジュが図法幾何学を構築するに

至った背景と当時の教育および技術史などとの関係につ

いて，文献を引用する形で説明をいただいた．今回はそ

の第１章，第２章の具体的な作図と解法についてご紹介

をいただいた．会場からは図法幾何学の作図の難しさと

有用性を指摘する様々な意見が見られた．参加者は講演

者も含めて２７名であった．

Géométrie descriptive (1922)
出典：Texts Archive, University of California
http://archive.org/details/geodescaugmdune０１mongrich
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モンジュの図法幾何学の概要
福田 幸一（久留米工業高等専門学校）

ここでは，モンジュが図法幾何学を構築するに至った

背景と当時の教育および技術史などとの関係，そして九

州支部で立ち上げたモンジュ研究会について，文献を引

用する形で説明した．

１．１ 九州支部モンジュ研究会について

①発足の経緯

山内一次先生の翻訳本［１］が１９９０年に刊行されていた

が，支部会員の中でもそのままにされていた方がほとん

どだった．支部活動の活性化と次々と退職される教員か

らの無形の財産を引き継ぎ，これからの教育内容を考え

るのは今が最後の機会と，翻訳本を基にした「モンジュ

の図法幾何学を読み解く」研究会を立ち上げた．

②活動経過

昨年１２月１０日より，今年２月１８日，３月３１日まで３回

開催

参加者 約１０名（設計工学会九州支部会員含む）

③中間まとめ

参加者：図学の大切さを理解されつつも，現実は，従

来の図学の時間が減少したり，図学の時間を取れな

かったりの状況．

１．２ モンジュが図法幾何学を構築するに至った背景と

当時の教育および技術史などとの関係

①複面投影図の出現から産業革命へ

モンジュが水平投象平面（水平面）と正立投象平面

（直立面）の概念を初めて用いて図法幾何学を確立する

までに複面投影図がどの程度普及していたのかは，以前

より関心がある課題だった．以下の文献について説明し

たが，複面投影図が既に利用されていた．

・デューラー：「測定法教則」（１５２５年）ほかに 複面

投影図が示されていて，モンジュの参考になったとい

われる［２］．

・造船製図１６７０年［３］にも複面投影図が示される．

・百科全書［４］（ディドロ編集１７５１～１７７２年刊行）には多

くの詳細な図が示されている．例えば荷車は３面図

（第一角法）で表現され，舞台装置には断面図（２面

図）が使用されている．

・塔時計１４世紀製作（１８世紀前半に出版された図は２面

図が用いられている）［５］

・地図 三角測量の実施（等高線は未使用）

等高線の一般化は１８００年代末とされる［６］

②フランスとモンジュの時代（１７００年代末）

フランスの状況

技術者養成の必要性（フランス革命による宮廷技術

者の粛清・亡命による不足）［７］やイギリス産業革命の

導入のために，エコール・ノルマル，エコール・ポリ

テクニクが設立され，モンジュも深く

関わった．

モンジュ自身の状況

次ページに示す年表にあるように１０代後半から関

わった緻密な要塞図製図（標高平面図）に対

する反抗心が図法幾何学を導いたといわれる［３］．

③エコール・ポリテクニク［８］

学校制度，授業内容などを説明した．

１７９４年１２月 中央公共事業学校の発足

定員４００名 ３年制 授業料無料・奨学金支給

目的

国防と国家再建のためのエンジニアの基礎養成

入学試験（算術，代数，幾何）

カリキュラム時間配分

画法幾何学 ５０％，化学 ２５％，図学 １７％，

解析学 ８％

教育内容および教官

画法幾何学

１年次 投影法と応用（教官：モンジュ）

放物線，工作と材木切断における線引き，影，

遠近法，地図と測量図，機械

２年次 建築法（教官：バルタール）

建築図面，道路，橋，運河，港湾，鉱山，建造

物の構造，装飾

３年次 築城術

図面，遮蔽，構造，坑道掘削，要塞の攻撃と防

衛，国境の要塞と通信

解析学（教官：ラグランジュ，プロニ）

１年次 基礎原理と立体幾何学への応用

２年次 固体力学と流体力学への応用

３年次 機械の効率についての応用計算

１７９５年９月 エコール・ポリテクニクへ名称変更

入試科目 代数（４次方程式，級数等），

幾何（円錐曲線等）

卒業後 砲術・工兵・土木・鉱山・地理・船舶学校

のいずれかに進学

授業内容 科学機械を使用する実習，

科学的な基礎のある製図
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基礎から応用へ，理論から実践へ

（学生実験の最初の例）

朝８時登校，２時に下校，

再度５時に登校，８時まで授業

④モンジュ 図法幾何学［１］

山内一次先生の翻訳本の内容を説明した．

目 次

第１章 目的，点の位置，代数学との比較，曲面，

直線と平面

第２章 接平面

第３章 相貫体，展開

第４章 相貫線の応用

第５章 平面曲線，縮閉線，陰影法理論，透視図法理論

綱 領（モンジュのアピール）

フランス国民を外国産業依存から解放するために

１）教育を，精密度を要する物の認識へ向ける

⇒精密作業を容易に達成できる状態になる

２）工業の進歩のために必要な自然界の現象の知識の

普及

必要な主原料を持っていることを教育の発達のた

めに利用すべき

３）技術で使われる方法の知識・機械の知識の普及＝

諸外国から学ぶべき

これらは，教育に新しい方向を与えることによってのみ

達せられる

まず，才能ある若い人すべてが図法幾何学の使用に慣れ

て，自らの労働に価値を与える

図法幾何学の目的

１）３次元の物体を２次元の図面で正確に表現する

２）物体の形状，位置関係を引き出す

（真理探究の手段となる）

図法幾何学にともなう魅力

精神の緊張は誰でも嫌うが，それに打ち勝って

理性を鍛錬することに満足を見出さしめる

演習の大切さ（定規とコンパスに慣れる）

応用（透視図，陰影，石切，大工，

機械＝フランスの国力を増進）

モンジュ年表（ルネ・タートンにより山内氏作成）

１７４６年生：父は貧農の出で行商人

１７歳：教会学寮で物理の授業をもたされる

１８歳：王立工兵学校入学

１９歳：要塞遮蔽の問題を図法で解く．数学助手．

（公表禁止となる）

２３歳：数学教官に任命

「空間曲線の縮閉線（曲率の中心の軌跡）」

２６歳：物理学教官兼担「偏微分方程式」

３０歳：「切取と盛り土」

３４歳：パリ・アカデミーの副幾何学者

３８歳：工兵学校退職

４３歳：フランス革命開始 ４４歳：新度量衡制定委員

４６歳：海軍大臣 ４７歳：兵器生産を指導

４８歳：革命講座実施

５０歳：ナポレオンと意気投合

５１歳：エコール・ポリテクニクの校長

５３歳：「図法幾何学」（ナポレオンのクーデタ）

５５歳：「幾何学への解析学の応用」

５７歳：元老院副議長 ６０歳：元老院議長

６２歳：伯爵 ６３歳：ポリテクニクの授業をやめる

６９歳：ナポレオン追放・王政復古

７２歳（１８１８年）：病没

１．３ ３D-CAD/CG時代における図法幾何学教育の意義

に関して（名古屋での研究会の感想も含めて）

第４８回図学教育研究会（５月１３日開催）の後，６月２３

日に九州支部で研究会が開催され第２章まで進み，次回

は９月８日に第３章に入る．予定では第４章までとし，

今年中に読み解く．その後の計画は，支部研究会のまと

めとして，図書として ISBNの取得を予定している．

日本における図学教育の歴史は原正敏先生［９］が詳しく

研究され，梶山喜一郎先生［１０］も報告されている．明治

以降，外国人教師から始まり，諸先輩方のご努力があ

り，その後，様々な書籍が出版された．内容的にも，モ

ンジュの問題から範囲が大きく広がり，副投影も入っ

た．そして，アメリカからの第三角法の導入，自動製図

機，コンピュータ図学さらに３D-CAD/CGと手法の追加

があった．

投影法（第一角法，第三角法），道具（定規・コンパ

ス，コンピュータ），問題の難易度によらずモンジュ図

学の講義は可能な限り取り入れていきたいものである．

モンジュが述べる目的，魅力は今も変わらないことを実

感している．モンジュの時代にはなかった３D-CAD/CG

を使えば，解法のわかりやすい説明が可能になる．発表

者担当の授業では相貫体を手書きの後，磯田浩先生・鈴

木賢次郎先生の著書のプログラムでモデリングしてい

る．３D-CAD/CGを教育にどのように取り入れていくの

かは，授業時間数と専門教育および設備との関連があ

り，常に最適な内容を考えていく必要がある．
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名古屋での研究会を終えての感想は，モンジュの講義

内容の第２章までの説明であったが，２００年前のことで

もあり，今の教育内容と違いがあったのか質疑と討議が

少なく感じた．

これで終わりではなく，これがこのテーマの始まりで

あることを願っている．

（１） G．モンジュ，図法幾何学，山内一次訳，山内一次遺
稿刊行会，１９９０

（２） 吉川敦，デューラーの「幾何学世界」について，２００６

（３） ）P.J．ブッカー，製図の歴史，原正敏訳，
みすず書房，１９６７

（４） 百科全書，http://www.library.pref.osaka.jp/
France/index.html

（５） Usher, History of Mechanical Invention
（Julien Le Roy１６８６－１７５８）

（６） 坂井尚登，地図における地形表現の変遷，

地図 Vol．４５No．１，２００７
（７） 小野寺英輝，講義資料

（８） 曽我雅比児，科学教育制度史試論 フランス革命下に

おけるエコール・ポリテクニクの創設，１９９３

（９） 原正敏，図的表現の歴史，図形科学ハンドブック，日

本図学会編，１９８０

（１０） 梶山喜一郎，日本における製図学の科目の変容，図学

研究 Vol．３２No．１，１９９８

目的と投象そして基礎問題（第１章）
大月 彩香（九州大学工学研究院）

モンジュの図法幾何学には目的が２つあり，

第１は立体の正確な図表現であり

第２は特徴や関係を利用した図法

である．

立体を正確に図表現するには，最もシンプルな構成要

素である点を基準とし，そこからの距離で空間の位置を

定義する事から始める．

点を基準にすれば３点必要であり，空間の点はそれぞ

れを中心とする球の表面の共有点となり２点のうちの１

つとして定義できる．直線を基準にすれば３線必要であ

り，空間の点はそれぞれを中心軸とする円筒表面の共有

点となり最大８点のうちの１つとして定義できる．平面

を基準にすれば３面必要であり，それぞれの平面両側に

平行な平面上の共有点となり８点得られるが，平面は空

間を２分する事から，片方の空間に限定する事により交

点は１点となる．そこで，平面を基準にして空間を限定

する事にする．

ところで，点から基準平面（投象面）に垂線を下ろし

た点（投象）を利用すれば，投象面の点の投象に立てた

垂線上に点があるので，２投象面があれば良い．さら

に，直交２平面とし重力方向に整合させて一方を水平面

とし他方を直立面とする．作図を１平面で行う必要性か

ら直立面を回転させて水平面と一致させ，回転軸である

両投象面の交切線（基線）を描く．この時，点の両投象

を結んだ線は基線と直交する．点の投象が定義できたの

で，次に直線を考える．直線上のすべての点を投象すれ

ば線の投象が得られるので，直線上の２点の投象が得ら

れれば作図できる．直線上に線分 ABを考えて，水平投

象 abを基線上にとり，直立投象 a’ b’の基線からの距離

を高さにして作図すれば，ABの真の長さ（線分 ABの

実長）が得られる．

一般に面は母線と導線により表す事ができる．平面で

は母線も導線も直線で等価である．投象面を利用して平

面を表すには，両投象面と平面との交切線（跡線）を利

用すると良い．この両跡線は基線上の１点で交わる．

モンジュ図法幾何学の基本概念は以上で，これ以降は

投象を利用した幾何問題の図法による具体的な解法例が

示される．そのうち第１章では基礎となる以下のような

８つの問題を解いている．そして最後に測量への応用例

（問題９）を紹介している．

問題１．与点を通り与直線に平行な直線．
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問題２．与点を通り与平面に平行な平面．

問題３．与点を通り与平面に垂直な直線．

上記問題で直線と平面の交点．

問題４．与点を通り与直線に垂直な平面．

問題５．２つの与平面の交切線．

問題６．２つの与平面の交角．

問題７．２つの与直線の交角．

問題８．与直線と与平面の交角．

問題９．傾斜三角形の平面への投象．

地図の作成では，地域内にいくつかの点を選出し測量

し，それらを結んで３角形の網を作製する．実際には地

形の起伏のため測量した角度は傾斜した三角形となるの

で平面に投影する必要がある．測量の際の２直線のなす

角を γとし，それぞれの直線が水平面となす角度を α，

βとすれば，角 γの水平投象 θを求めれば良い．点 Aを

求める角の頂点とし，基線 LM上に求める角の一辺で

ある直線 ABを配置すれば，もう一方の辺 AEの水平投

象を求めるだけで良い．以下，具体的な作図例と３次元

CG図を示す．

このように第１章には，図法幾何学の２つの目的が示

され，１番目のために投象が提案され点，線，面を表す

事が行われた．２番目の基礎として平行，垂直，交わ

り，交角を求める図法が，そして応用として測量の例が

示された．

担当してみて，幾何学としては現代でも活きていると

感じたが，一方，紙という２次元メディアとコンパス程

度の道具に頼るしかない図法に窮屈さを感じるととも

に，現代のツールである３次元 CGを使用した図法幾何

学の必要性を再度確認した．だが，モンジュの図法幾何

学は人間文明の長い歴史の中で集大成されたものであり

学ぶ点も多かった．一つには，水平投象面を主たる基準

として利用し，直立投象面は高さの情報を処理するため

の副次的利用に徹していたところである．その他，予想

外に多くの事を学んだが，今後の研究課題としたい．

問題５．平面BAbと DCdの交切線．

問題６．平面BAbと DCdの交角．

問題７．直線ABと ACの交角．

問題８．直線と平面の交角．（平面へ直線上の点から垂

線を下し余角から求める－＞問題７）

問題９．傾斜三角形の平面への投象．

問題９の解法
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曲面への接線と法線（第２章）
竹之内 和樹（九州大学）

３．１ 第２章の概要

第１章の投影の原理および第一角法を用いた空間の表

現と直線と平面の交わりなどに続いて，第２章では，曲

面への接平面およびこれを利用した問題解法が解説され

ている．

接平面と曲面の法線の重要性を，アーチの個々の楔形

石材における力学的条件を均等化や，要塞の遮蔽平面決

定，彩画実技の例では彩画における色合いや陰影決定を

例として紹介しながら．曲面への接平面と法線の決定に

おいて，「他の方法では解決困難な問題に対して，図法

幾何学において用いる有効な方法のひとつ」と述べてい

る．

この章では，基本立体について以下の多様な問題に対

する作図例が示されている．また，図法幾何学による問

題の解法に併せて，その解法の理解に必要な平面幾何の

定理が紹介されている．以下に図法幾何学中の図番と内

容を示し，一部の解法を概説する．

３．２ 曲面上の指定された点での接平面

・Fig.１２ 斜円柱上の与えられた点での接平面

・Fig.１３ 斜円錐上の与えられた点での接平面

・Fig.１４ 回転楕円体上の与えられた点での接平面

何れも，平面を生成する２本の母線の選び方・求め方

に関する問題であり，上の３問の応用として後の問題が

解かれる．

平面は同一直線状にない３点，または１点を共有する

平行でない２直線により決定されるから，求める接平面

は，指定された点を通る母線と，母線上の点を接点とす

る輪郭への接線とで張る面を求めればよく，円柱と円錐

の場合は与えられた点を通る直線である母線と輪郭への

接線，回転体の場合は，軸を含む断面での輪郭への接線

と軸対称であることから軸垂直断面での円への接線を利

用すればよい，

３．３ 接平面の利用

・Fig.１５ ２直線の距離（共通垂線）

まず第１の直線を含んで第２の直線に平行な平面を作

り，次に第２直線を軸としてこの平面に接する円柱を作

れば，その半径が求める距離になることを利用して問題

が解かれている（ただし，ブリッソン版の図は切断法を

用いた解法であり，上記の平面に接する円柱を利用した

解法の図は露語版に示されていることが，山内先生の註

で指摘されている）．

３．４ 曲面外の指定された点（直線）を含む，曲面への

接平面―与えられた直線を含み，球に接する平面―

要塞の遮蔽平面決定に，曲面への接平面を利用

・Fig.１６ 第１法

与直線に垂直で球の中心を通る平面内で，球の輪郭で

ある円への接線から接点を求める．すなわち，与直線を

点視することで接平面を端視する考え方による作図が行

われている．回転法的手法により問題が解決されてお

り，現代でも同様の方法で解かれる内容である．

・Fig.１７ 第２法

与直線上に頂点を持ち，球との接線を底面とする円錐

は，その頂点と底面とを結ぶ直線の母線で求める平面と

接することから，複数の円錐を利用して球への平面の接

点を求める．平面が交わる２直線で張られることから，

与直線上の他の直線として，与直線上に頂点を持ち，球

を含む複数の円錐の母線を利用する図１の解法が示され

ている．

具体的には，軸線が水平面，直立面に平行なふたつの

円錐（頂点は Gg と Hh，図１�）の底面の直径が，そ

れぞれ他方の底面を貫く点 Nn，Tt（図１�）をつなぐ

線分を円錐の底面円周まで延長して，接点を求める．

これは，求める接平面は，与直線と円錐の母線を含

み，母線の端点が円錐の底面の周，すなわち球の周上に

あることと，与直線上の円錐の頂点の位置を変えても接

平面が変わらないこととから，接平面と球面との接点

は，頂点の位置が異なる任意のふたつの円錐の底面の周

の共通点，すなわち，共通点を結ぶ線分は，ふたつの円

錐の底面の交切線である（図１�）ことを利用して，接

点を求めていることになる．

直感的な第１法に比較して，投影された図形の幾何学

を扱う印象が強く，図法幾何学と呼ばれる所以が感じら

れる．

３．５ 幾何学的定理

前の第２法とも関連して，円・楕円への接線や円の割

線に関する複数の平面幾何の定理が示される．図法幾何

学の問題解決のための基礎知識として扱われており，図

法幾何学における幾何学の要素の強さが確認される．

・Fig.１８ 円への接線と弦に関する定理

球への接平面と球に外接する円錐に関する定理

・Fig.１９ 円の割線と接線の交点の位置に関する定理
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・Fig.２０ 楕円の接線に関する定理

Fig．１８の射影変換

・Fig.２１ 与えられた点を含む，２球への接平面

・Fig.２２ Mongeの定理

「３円が互いに外部にあるとき，それらの２円の外相

似点３個は共線である」

３．６ 曲面外の指定された点を含む，曲面への接平面

・Fig.２３ 任意の点を含んで，与えられた柱面に接する

平面

・Fig.２４ 任意の点を含んで，与えられた錐面に接する

平面

何れも３．２と同様に，円柱，円錐の母線が直線である

ことを利用して接平面が求められている．

３．７ 与えられた直線を含んで，与えられた回転面に接

する平面

・Fig.２５ 与直線を含み，これとねじれの位置にある軸

周りに楕円を回転してできる面に接する平面

この問題が，直線を回転面と同じ軸の周りに回転して

一葉双曲面として，回転面と一様双曲面を軸を含む平面

�与直線，球と円錐

�問題と一葉双曲面の断面

�円錐底面の交切線上の２点 Nn，Tt を求める作図

�直立面に垂直な姿勢まで回転した接平面の作図

�作図結果の一部の３D-CADでの表示（円錐底面の交切線を表示）

図１ 与直線を含んで球に接する平面（第２法）

�作図結果の一部の３D-CAD

図２ 学生作品（２０１０年度）
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で切断したときの断面への接線問題に置き換えて図２の

ように解かれている．軸を共有する２つの軸対称な形状

を扱っているので，平面を構成する直線のひとつは接点

を通る水平線である．したがって，鉛直軸周りの回転

で，接平面を端視できる．図２�は，接平面のひとつが

直立面に垂直な状態まで，軸周りに回転した状態が描か

れている．図２�には，図２�の状態を３D-CADで立

体化して示す．一葉双曲面と平面との相貫において現れ

る，互いに交わる２本の直線の一方が，予直線に相当す

る．

３．８ 第２章を担当して

Mongeの図法幾何学で作図法が緻密に順次示される

中，発表者には接触が直接的に扱われる場合は，解法が

回転法や副投影法に類似していることとも相まって方針

が分かりやすいのに対して，接触に関与する図形要素を

それぞれに利用して間接的に扱う解法については，理解

が得られるまでに相当の時間を要した．これは，解法の

方針を理解していないと，投影図上の１本の直線が直

線，平面の端視－輪郭の場合と面内の場合のどれに相当

するのかを判別しづらいことによる．発表者は，作図過

程理解のための補助手段として３D-CADを利用し，そ

の恩恵に与りながら，当時の学習者たちの幾何学の素養

の高さに思いを巡らせること頻りであった．
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総合芸術家ル・コルビュジエの誕生
評論家・画家・建築家

タイトル

総合芸術家ル・コルビュジエの誕生 評論家・画家・建

築家

著者

加藤道夫

発行所

丸善出版株式会社

ISBN 978−4−621−08569−1

定価

本体３０００円＋税

ページ数

序論８ページ＋１６４ページ

●概要
２０世紀を代表する建築家として知られるル・コルビュジエ
は，評論家でもあり，画家でもあった．本書籍は，彼を総合
芸術家として捉え直し，その誕生のプロセスを詳らかにする
試みである．
具体的には，１９１８年のピュリスム画家としてのパリデ
ビューを起点として，パリデビュー時に語られた〈規則〉と
〈遊動〉という概念を軸に，彼の評論家・画家・建築家とい
う三つの活動の相互作用を辿ることで，彼の全体像を総合的
に捉え直している．
それは，これまで明確にされてこなかった彼の作品が持つ
「奇妙なざわつき感」の解明へ向けた試みであり，その背後
に潜在する彼自身の「生」なるものへの拘りを顕在化する試
みでもある．
彼は，他のモダニスムの建築家や彼と共にピュリスムを提
唱したオザンファンのように，不変かつ無矛盾な合理的理想
へと収斂しようとしない．つまり，進歩や進化の名の下に，
単純に過去を更新しない．時には過去へと回帰しつつ，矛盾
する過去を保持しながら，変容を繰り返すことで，自らのデ
ザインの可能性を拡大していった．
したがって，本書においては，従来のように，進歩の概念
に基づいた発展史的見方をとらない．また，「機械／生物」，
「理性／感性」といった二元的対立の弁証法的止揚に基づい
た進化論的解釈とも一線を画している．
本書にならって，ル・コルビュジエという総合芸術家の誕
生の軌跡を要約するなら，以下のようになる．

１）美術評論の過程でのピュリスム美学の〈規則〉の生成
と建築評論への反映．
２）その〈規則〉が，画家としての実践，すなわち〈遊動〉
を通じて評論へと送り返され，徐々にピュリスム美学か
ら逸脱する過程．
３）その逸脱が，建築家としての実践，すなわち〈遊動〉
を通じて，彼固有の建築へと反映されていく変容過程．
４）さらに実践〈遊動〉が進んで，規則の内自化という形
式で，再びピュリスム絵画へと回帰する過程．

彼のピュリスム美学からの逸脱は，静的で時間を超越した
均衡の追及から，動的で過去を内包する均衡の追及というデ
ザインの根本的な質の転換と関連づけられるべきだろう．
なお，本書は，表題にもあるように，建築のみならず，評
論，絵画を含めて彼の創作活動を捉えており，建築関連の教
員・学生のみならず，芸術文化に関心のある一般の読者にも
興味深い内容となっている．

（加藤 道夫）
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会告――１

２０１２年度日本図学会秋季大会（東京）

講演論文募集のご案内

２０１２年度日本図学会秋季大会を，東京工科大学蒲田キャ

ンパスで開催します．NHKの朝の連続テレビ小説「梅

ちゃん先生」の舞台で，東京駅や羽田空港から約２０分から

３０分前後の場所です．全国から多数の参加をお待ちしてお

ります．

・開催日：２０１２年１２月１５日（土），１６（日）

・場所：東京工科大学 蒲田キャンパス ３号館

http : //www.teu.ac.jp/campus/kamata/index.html

・交通：蒲田キャンパスの交通案内

http : //www.teu.ac.jp/campus/access/006644.html

最寄の駅：JR京浜東北線・東急池上線・東急多

摩川線「蒲田」駅

駅からのアクセス：「蒲田」駅西口より徒歩約２分

・交通案内図

・参加費

一般：５，０００円（講演論文集代を含みます）

学生：無料（講演論文集は別売となります）

・懇親会

日時：２０１２年１２月１５日 １８：００－２０：００（予定）

場所：東京工科大学

会費：５０００円（予定）

・出張依頼書

必要な方は下記の連絡先までご相談ください．

・連絡先

日本図学会２０１２年度秋季大会実行委員会

conf 2012 au@graphicscience.jp

・その他

宿泊施設は各自でお手配ください．

２０１２年度日本図学会秋季大会（東京）

実行委員長 近藤 邦雄

プログラム委員長 佐藤 尚

・大会プログラム

このプログラムは，変更になることもありますので，直

前に学会ホームページで御確認ください．

１２月１５日（土）

セッション１：分析と表現 （第１会場／１３：００～１４：４５）

１）既存キャラクター分析に基づく映像コンテンツ原案制

作手法の提案 茂木 龍太・菅野 太介・三上 浩司

近藤 邦雄（東京工科大学）

２）絵画作品を鑑賞する行為の撮影とその映像の解析

成 知垠・張 冠文・加藤 ジェーン

茂登山 清文（名古屋大学）

３）CGによる絵画表現のための散点透視の分析とその描

画手法 李 磊・三上 浩司・柿本 正憲

近藤 邦雄（東京工科大学）

４）マルコフ確率場モデルを用いた単眼視画像からのブ

ロックワールドの再構成

谷井 大地・滝沢 穂高（筑波大学）

５）CG実写合成のための階調変換手法

高橋 信雄・茂登山 清文・安田 孝美（名古屋大学）

セッション２：空間と評価 （第２会場／１３：００～１４：４５）

６）児童，生徒の空間認識力調査 ―切断面実形視テストの

得点について―

堤 江美子・本郷 健・矢野 博之（大妻女子大学）

山本 利一（埼玉大学）

鈴木 賢次郎（大学評価・学位授与機構）

７）立体デザインの作成イメージと作成物の差分について

の定量的評価方法の開発 大谷 智子（東京大学）

丸谷 和史（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）

８）空間イマジネーションテストと方向把握問題の関連性

阿部 浩和（大阪大学）

９）図形認識時における脳前頭前野の賦活域

西原 小百合・西原 一嘉（大阪電気通信大学）

１０）ウォークスルーシステムを用いた動的空間の定量化に

関する研究 ―isovist理論の視角範囲を限定した垂直

視野への展開として―

山出 翔太・安福 健祐・阿部 浩和（大阪大学）

セッション３：幾何学と教育（第１会場／１５：００～１６：２５）

１１）図法幾何学と解析幾何学を取り混ぜた授業の試み

長島 忍（立教大学）

１２）図法幾何学演習問題のインタラクティブ生成システム

島田 祐・長谷川 大・佐久田 博司（青山学院大学）

１３）ベクトル空間幾何学による CG図学の模型製作への応
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用 ―表計算ソフトウェアによる図形科学の応用技術

�― 田城 徽雄（北海道情報大学）

１４）Webページの表現と伝達について ―学習と課題―

山島 一浩（筑波学院大学）

セッション４：図と空間 （第２会場／１５：００～１６：２５）

１５）Visual Analysis of Wayang Beber Pacitan Painting

Banung GRAHITA・Toshihiro KOMMA

Kumiko KUSHIYAMA

（Tokyo Metropolitan University）

１６）図が示すもの 藤原 史江（不二工房）

１７）平治物語絵巻に描かれた車輪形状の幾何学的解析に基

づく一考察 大月 彩香・竹之内 和樹（九州大学）

１８）キュビスム空間と時間 ―アレキサンダー・アーキペ

ンコの彫刻作品から―

福江 良純（京都府立京都八幡高等学校）

セッション５：インタラクション

（第１会場／１６：４０～１８：００）

１９）３Dスキャナとゲームエンジンを利用したデジタル

ワークショップの提案

杉本 光啓・鈴木 浩・佐藤 尚

菅 直樹（神奈川工科大学）

２０）水生生物を題材とした帽子制作キットのデザイン検討

高橋 里奈（東京工科大学）

齊藤 麻奈美（新江ノ島水族館）

２１）博物館と美術館の連携による新たなミュージアムの試

み 伏見 清香・趙 領逸（広島国際学院大学）

Christa Sommerer・Laurent Mignonneau

（University of Art and Industrial Design Linz）

足立 守（名古屋大学博物館）

２２）コンピュータ上での箱庭療法の実装に向けた表現方法

の検討 野村 浩毅（東京工科大学）

桑原 明栄子（中央大学）

佐々木 和郎（東京工科大学）

セッション６：モーション （第２会場／１６：４０～１８：００）

２３）大規模集客施設における群集行列シミュレーション

安福 健祐（大阪大学）

２４）流し撮りについての図学的考察

宮腰 直幸（八戸工業大）

２５）日本式アニメにおける動きのパターン分類 ―モー

ション変換における動きのパターン―

今間 俊博（首都大学東京）

齋藤 隆文（東京農工大学）

２６）奇数スフェリコンの構造を応用した往復運動するオブ

ジェの試作 ―頂角６０°の正円錐による「Tri−spheri-

con」― 村松 俊夫（山梨大学）

１２月１６日（日）

セッション７：建築と図 （第１会場／９：００～１０：２０）

２７）「規則」から「遊動」へ ―ル・コルビュジエの絵画と

建築― 加藤 道夫（東京大学）

２８）チャンディガール合同庁舎の立面構成に関する考察

石井 翔大（法政大学）

２９）建築家による外観透視図の添景に込められた観念

種田 元晴（東洋大学）

３０）ローレンス・ハルプリンの環境デザインに関する研究

関 龍一（法政大学）

セッション８：図学基礎（第２会場／９：００～１０：２０）

３１）任意の二円と交わる３直線の定理と任意の三円と交わ

る２直線の定理 蛭子井 博孝（卵形線研究センター）

３２）作図による左右両画像間で垂直視差のある立体視画像

の融合位置に関する一考察 吉田 勝行（大阪大学）

３３）ホーエンベルグの再構成法（透視図逆変換）の研究（続

き） 西原 一嘉・西原 小百合（大阪電気通信大学）

３４）面数が１６以下の非凸デルタ多面体の数え上げ

鶴田 直也（筑波大学）

三谷 純（筑波大学／ERATO）

金森 由博・福井 幸男（筑波大学）

セッション９：建築と空間 （第１会場／１０：３５～１２：１５）

３５）ロダン彫刻における立体感と力学的背景 ―ゴッシク

建築の支柱と刳形の表面形状―

櫻井 俊明（いわき明星大学）

３６）遷り変わる町並みに関する研究

市野 達也（法政大学）

３７）東京都における駅の歩行空間の多様性に関する研究

赤松 卓明（法政大学）

３８）都市空間としてのサッカースタジアム

石澤 悠・安藤 直見・田代 ゆき子（法政大学）

３９）透視図法における「奥行き」関する数学的・空間的解

釈について 奈尾 信英（東京大学）

セッション１０：形をつくる （第２会場／１０：３５～１２：１５）

４０）平面曲線を導線とする柱面の組み合わせによる形状の

設計法に関する考察 鈴木 広隆（大阪市立大学）

４１）ずれを考慮したカッティングプロッタにおける経路計

画法 中島 健次郎（筑波大学）

三谷 純（筑波大学，JST ERATO）

金森 由博・福井 幸男（筑波大学）
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４２）Step−by−step folding sequences from origami

crease patterns using graph rewriting

Hugo AKITAYA（University of Tsukuba）

Jun MITANI（University of Tsukuba, JST ERATO）

Yoshihiro KANAMORI・Yukio FUKUI

（University of Tsukuba）

４３）三角形を組み合わせて作る人物造形の試み

水野 博之（日本総合ビジネス専門学校）

４４）三次元単独図の属性情報に関する考察 ―表面性状の

指示（図示）方法について―

平野 重雄（東京都市大学，㈱アルトナー）

喜瀬 晋・関口 相三・奥坂 一也（㈱アルトナー）

会告――２

第４９回図学教育研究会のご案内

工学における設計は，ものづくりの基礎となる．その基

礎教育が，どのように実施されているか，また，どんな教

育がなされているのかを，知る機会は少ないでしょう．

今回の図学教育研究会では，機械設計製図教育について

職業能力開発大学校および実務者の現状を報告していただ

くと共に，今後の設計製図教育のあり方を議論します．

ご多忙のこととは存じますが，多数の御参加をお願い申

し上げます．

記

・日時：２０１２年１２月１６日（日）１３：００～１５：００

・場所：東京工科大学蒲田キャンパス

・内容：「実務者と職業能力開発大学校における（機械）

設計製図の現状と課題」

１３：００ 開会

１３：００～１３：１０ 概要説明 阿部 浩和・辻合 秀一

１３：１０～１３：５０ 清本 達也

「職業能力開発大学校における機械

設計製図教育」

１３：５０～１４：３０ 平野 重雄

「実務者における機械設計製図教育」

１４：３０～１５：００ 質疑・討論 辻合 秀一

・会費：無料

・参加申し込み

e-mailまたは FAXで，下記申込先宛に氏名・所属・連

絡先・TELをお知らせ下さい．

申込先：e−mail : inada@celas.osaka-u.ac.jp

大阪大学全学教育推進機構

図学資料室・稲田 由美

〒５６０―００４３ 豊中市待兼山町１番１６号

TEL：０６―６８５０―５８２８ FAX：０６―６８５０―５８２９

会告――３

中部支部２０１２年度秋季例会のお知らせ

平成２４年度の研究発表会を金沢で行います．申込締切日

を設定しておりますが，準備の都合上，早めのお申込をお

願いいたします．なお，中部支部では若手研究者の模範と

なる優秀な研究を発表した学生に対して「日本図学会中部

支部奨励賞」を贈呈しております．受賞対象となる学生

は，日本図学会会員が指導する学部学生および大学院生と

しています．この趣旨から，より多くの学生の発表を期待

しております．

・日程：平成２４年１１月３日（土）

・場所：金沢工業大学扇が丘キャンパス７号館３０５教室

（石川県野々市市扇が丘７―１）

http : //www.kanazawa-it.ac.jp/about_kit/ogigaoka.html

・スケジュール

１３：００～１５：３０ 研究発表会

１５：４０～１５：５０ 日本図学会中部支部奨励賞表彰式

１６：００ 閉会

（＊発表件数により閉会時間が異なる場合がありま

す）

・参加費：研究発表会 無料

・研究発表会申込方法

申込締切：平成２４年１０月２０日（土）

申込先：川� 寧史

申込方法：以下の内容をメールにて送信ください

・研究発表会：（参加・発表）

・発表の場合：タイトル，発表者所属，氏名（奨励賞対

象者＊の場合は指導者を明記する），簡単な概要説明

発表時間等でご要望などありましたら，その旨お申

し出ください

＊日本図学会中部支部奨励賞対象者は日本図学会

会員の指導する学部および大学院生

日本図学会中部支部２０１２年度秋季例会幹事

川� 寧史（金沢工業大学）

TEL：０７６―２４８―９０８５

FAX：０７６―２９４―６７０７

E−mail : kawasaki@neptune.kanazawa-it.ac.jp
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�金沢工業大学扇が丘キャンパスマップ

会告――４

日本図学会ウェブページのリニューアルのお知らせ

日本図学会ウェブページが，１０月１日よりリニューアル

されます．会員サービスの一貫として，図学会に関するこ

れまでの様々な過去のデータをまとめ，皆様には有益な情

報が提供できるようになります．また，会員に向けて，下

記のパスワードを入力しないと閲覧できないページがあり

ます．このパスワードは毎年変更されます．毎号の会誌の

最終ページにこれを記します．

ユーザー名：jsgs２０１２

パスワード：newhp

なお，公開後も，より良いものにするために，みなさま

からの情報やご意見をいただければ幸いです．

http : //www.graphicscience.jp/home/

会告――５

『図学研究』投稿の変更について

『図学研究』の投稿方法が，１０月１日から変わります．

これまでの郵送から，図学会ウェブページを通しての電子

投稿になります．以下の手順で原稿を投稿してください．

１．図学会ウェブページから〈学会誌〉→〈投稿のご案内〉

を開きます．

２．原稿は必ず「執筆要領」に基づいて執筆してくださ

い．

「執筆要領」自体が，word形式のテンプレートになっ

ていますが，査読を受ける論文は最終印刷される紙面

とは多少異なり，著者名および謝辞は記しませんか

ら，ご注意ください．

３．〈論文の投稿はこちら〉→〈投稿申し込み票システム〉

にしたがって，原稿を送ります．

投稿後，自動応答により論文 IDが通知されます．その

後，編集委員会が様式の不備などを確認し，メールで正式

な受領通知を行います．なお，自動応答の日が原稿受付日

になります（ただし，原稿に不備がある場合については，

修正後に再投稿することになります）．投稿後の著者への

連絡は，当該原稿の編集担当者から行われます．

以上の手続きを経て掲載決定通知を受けた時は，指定さ

れた方式による最終原稿一式を提出してください．

多数の投稿をお待ちしております．

会告――６

教員募集

募集職位：①教授又は准教授 ②教授又は准教授

募集人数：①１名 ②１名

所属：首都大学東京

システムデザイン研究科インダストリアルアート学域

勤務地：日野キャンパス

（〒１９１―００６５日野市旭が丘６―６）

一部授業は南大沢キャンパス

（〒１９２―０３９７八王子市南大沢１―１）

専門分野：①スペースデザイン，環境デザイン，工業デザ

イン，情報空間デザインなど

②グラフィックデザイン，情報デザイン，デジ

タルグラフィック，基礎造形など

担当予定科目：学部・大学院におけるデザインに関する講

義，演習などの科目

応募資格：博士の学位をもつ，又はそれに準ずる実績を有

する方（デザイン作品などの実績を含む）か

つ，大学院博士後期課程の教育及び研究指導が

担当可能な方．

国籍は問わない．ただし，日本語による教育指

導ができること．

採用年月日：平成２５年４月１日

任期：【教授の場合】任期５年（更新あり．更新の回数制

限なし）

F ７号館
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＊５年の任期を経て，審査により，任期の定め

のない取扱いとする制度があります．

【准教授の場合】任期５年（更新あり．准教授とし

ての任用期間は１５年以内）

＊内部昇任制度があります．＊准教授として１０

年の任期を経て，審査により，更新の回数制

限がない任用となる制度があります．

＊詳しくは本学ホームページ（http : //www.

houjin − tmu . ac . jp / recruit _ teacher / tmu .

html）を御参照ください．

＊６５歳となった年度の末日をもって退職となり

ます．

応募書類：履歴書，教育研究業績一覧，代表的研究業績説

明書，教育・指導実績一覧，外部資金実績一

覧，社会貢献等業績一覧など．

所定様式など詳細は，下記ホームページから

ダウンロードしてください．

http : //www.houjin−tmu.ac.jp/recruit_teacher/tmu.html

提出方法：簡易書留で一括郵送してください

（宅配便及び持参可）．封筒等に「教員公募書

類（グラフィック・情報デザイン）在中」また

は「教員公募書類（スペース・環境デザイン）

在中」と朱書きしてください．応募書類は返却

しません．予め御了承ください．

提出先：〒１９２―０３９７ 東京都八王子市南大沢１―１

公立大学法人首都大学東京 総務部人事課人事制

度係

提出期限：平成２４年１０月２３日（火）（必着）

選考方法：１次選考；書類選考 ２次選考；１次選考通過

者に対して，１１月中旬に面接を行います．

問い合わせ先：

公募全般に関すること：

公立大学法人首都大学東京 総務部人事課人事制度係

TEL：０４２―６７７―１１１１（内）１０２８

E−Mail : kyoinsaiyo@jmj.tmu.ac.jp

専門分野に関すること：

システムデザイン研究科インダストリアルアート学域

長 串山 久美子

TEL：０４２―５８５―８６０６（代）

E−Mail : kushi@sd.tmu.ac.jp

備考：本学は，ダイバーシティに配慮しており，特に女性

の積極的な応募を歓迎します．

会告――７

２０１２年度会費納入のお願い

２０１２年度（２０１２年４月～２０１３年３月）会費を下記の要領

で納入頂きたく，お願い申しあげます．

記

１．会費

正 会 員 １０，０００円

学生会員 ５，０００円

賛助会員 （一口）１５，０００円

２．納入方法

事務局から送付されました郵便振替払込用紙（郵便振替

口座番号００１００―５―６７９９２）をご利用ください．
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日本図学会第４９８回理事会議事録

日 時：２０１２年４月２３日（月）１７：３０～２０：００

場 所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室

出席者：６名（議決権６名）＋委任状１８名

堤（会長），山口（副会長），今間，田中，道川，

横山（ゆ）（以上理事）

１．議事録確認―――――――――――――――――――

�第４９７回理事会議事録を確認した．

２．事務局報告および審議――――――――――――――

Ａ．会員関係

ａ．申し込み・届出

以下の入会申し込みおよび退会届出を承認した．

�．当月入会申し込み

�学生会員 隅内 修氏（大阪市立大学大学院）

鈴木 広隆氏紹介

�．当月退会届出

�正会員 大野 義夫氏（慶應義塾大学）

紹介者なし

�正会員 渡辺 邦夫氏（横浜国立大学）

佐々木 仁氏紹介

�．逝去

�正会員 高島 成侑氏（八戸工業大学）

紹介者なし

ｂ．会員現在数（４月２３日現在）

�名誉会員１３名，正会員２７６名，学生会員１４名，

賛助会員１７社１８口

Ｂ．その他

ａ．他団体から

�SIGGRAPH Asiaより「The 5 th SIGGRAPH

Conference and Exhibition on Computer

Graphics and Interactive Techniques in Asia」

への協賛依頼が届いた．

�学会誌刊行センターより「学会センターニュー

ス」No.４２０が届いた．

�独立行政法人科学技術振興機構より「CrossRef

参加団体に関するお知らせ」，および「J−STAGE

ニュース」No.３１が届いた．

�JABEEより「JABEE NEWS」第６号が届いた．

�日本学術会議より「第１２回アジア学術会議インド

ネシア会合国際シンポジウム Call for Papers論

文要旨（Abstract）提出期限延長のご案内」，及

び「日本学術会議ニュース」No.３３７～３４１が届い

た．

３．第４四半期決算報告および審議――――――――――

�横山（ゆ）理事から第４四半期決算の報告が行われ，こ

れを承認した．

４．総会関連および審議―――――――――――――――

�横山（ゆ）理事から総会配布資料が提出された．内容を

確認し，これを承認した．

５．企画広報委員会報告―――――――――――――――

�横山（ゆ）理事から，横山（弥）委員長からの以下の報告

の代読が行われた．

�辻合春季大会プログラム委員長から，大会論文集原

稿が校了したとの報告があった．

�HP作成に関する現状報告が行われた．一部内容に

ついて不明な点があったため，関連技術に詳しい今

間理事らの協力のもと，見積もりを精査することと

なった．

�近藤秋季大会実行委員長から，秋季大会に関する準

備状況について報告があった．

６．編集委員会提案および審議――――――――――――

�今間編集担当理事から，電子投稿システム稼働に伴う

投稿規定の改定に関する提案が行われ，審議の結果，

改定案を総会に諮ることを承認した．

７．その他―――――――――――――――――――――

�堤会長から，会計年度の変更について問題提起があっ

た．この件については，理事会で引き続き議論するこ

ととなった．

�議事録署名捺印理事

今間，田中理事が選出された．

�次回

日時：２０１２年５月１１日（金）１８：００～

場所：名古屋市安藤理事宅

日本図学会第４９９回理事会議事録

日 時：２０１２年５月１１日（土）１８：００～１９：３０

場 所：安藤理事宅（愛知県名古屋市）

出席者：１１名（議決権１０名）＋委任状８名

日本図学会

事務局報告
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堤（会長），荒木，山口（以上副会長），安藤，今

間，辻合，道川，面出，山畑，横山（ゆ）（以上理

事），大月（オブザーバー）

１．議事録確認―――――――――――――――――――

�第４９８回議事録を確認した．

２．事務局報告・審議――――――――――――――――

Ａ．会員関係

ａ．申し込み・届出

�．当月入会申し込み

�正会員 石井 翔大氏（法政大学大学院）

安藤 直見氏紹介

�．当月退会届出

�賛助会員 ニューリー株式会社（１口）

鈴木 広隆氏，西原 一嘉氏紹介

ｂ．会員現在数（５月１１日現在）

�名誉会員１３名，正会員２７７名，学生会員１４名，

賛助会員１６社１７口

Ｂ．その他

ａ．他団体から

� JABEEより「２０１２年度定時社員総会」開催の案

内と議案が届いた．

�日本学術会議より「平成２５年度科学研究費助成事

業―科研費―研究成果公開促進費『学術定期刊行

物』の改正に関する説明会の開催案内」，及び「日

本学術会議ニュース」No.3４３が届いた．

３．総会関連審議――――――――――――――――――

�２０１２年度総会の式次第および，別掲資料の確認を行っ

た．

�理事から，総会の開会および閉会の担当が不明確であ

るとの指摘があった．審議の結果，開会と閉会は，事

務局が担当することに決定した．

�理事から，「企画広報委員会」の名称に表記揺れがあ

るとの指摘があった．審議の結果，「企画広報委員

会」を正式名称とすることに決定した．

�議事録署名捺印理事

山畑，辻合両理事が選出された．

�次回

日時：２０１２年５月１２日（土）１１：４５～

場所：大同大学 S０２０６講義室

日本図学会第５００回理事会議事録

日 時：２０１２年５月１２日（土）１２：３０～１３：１５

場 所：大同大学 S０２０６講義室

出席者：２５名（議決権１７名）＋委任状２名

堤（会長），阿部，荒木，山口，横山（弥）（以上副

会長），安藤，今間，竹之内，舘，辻合，西原（一），

三谷，道川，宮腰，面出，山畑，横山（ゆ）（以上

理事），大月（九州支部長），櫻井（東北支部長），

長坂（中部支部長），鈴木（関西支部長），加藤

（顧問），近藤，早坂，金井（以上オブザーバー）

１．会長挨拶――――――――――――――――――――

�堤会長から挨拶があった．その中で，会員減少に関す

る問題提起があった．これに対して，理事からは，パ

ンフレット作成，在庫の論文集の有効活用，シラバ

ス，発表資料等の授業の参考になるような資料の公

開，論文の公開など，情報発信の必要性に関連した意

見が出た．特に，論文の公開に関しては，著作権関連

問題の解決など環境整備が必要であるとの意見がで

た．

２．事務局報告―――――――――――――――――――

�横山（ゆ）理事より，２０１２年度の理事会日程について報

告があった．

３．編集委員会報告―――――――――――――――――

�面出委員長より，以下の報告があった．

�図学研究１３６号を５月２０日頃に入稿予定である．

４．企画広報委員会報告―――――――――――――――

�横山（弥）委員長より，以下の報告があった．

�秋季大会を１２月１５－１６日の予定で東京工科大学で行

う．

�ホームページ制作の進捗状況に関する報告．

５．国際関係報告――――――――――――――――――

�山口国際担当副会長より，ICGGに関する報告があっ

た．

６．将来構想委員会報告―――――――――――――――

�堤委員長から，委員会を本格的に始動させるとの報告

があった．

７．図学教育研究会報告―――――――――――――――

�阿部委員長から，研究会委員の追加に関する報告が
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あった．

８．支部報告――――――――――――――――――――

�櫻井支部長から，東北支部の近況に関する報告があっ

た．

�長坂支部長から，中部支部の近況に関する報告があっ

た．

�鈴木支部長から，関西支部の近況に関する報告があっ

た．

� 大月支部長から，九州支部の近況に関する報告が

あった．

�議事録署名捺印理事

竹之内，宮腰両理事が選出された．

�次回

日時：２０１２年６月８日（金）１７：３０～

場所：東京大学駒場キャンパス１５号館７１０室
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Ⅰ．目的

本誌は日本図学会の会誌として図学に関する論文，資料

などを掲載・発表することにより図学の発展に寄与するも

のである．

Ⅱ．投稿資格

日本図学会会誌「図学研究」に原稿を執筆し投稿するこ

とができるものは，原則として本学会会員とする．

Ⅲ．投稿原稿の種類

本誌は図学に関する研究論文，研究資料，作品紹介，解

説などを掲載する．投稿原稿は原則として未発表のものと

する．ただし，本学会が主催・共催する大会や国際会議で

の口頭発表はこの限りではない．なお，原稿種別とそれら

の原稿ページ数は別途定めた投稿原稿種別に従うこと．

Ⅳ．投稿手続き

投稿手続きは，原則として，本学会のホームページから

の投稿とする．投稿ページに必要事項を入力し，執筆要領

に従い，投稿申し込み票と原稿を送付する．

Ⅴ．投稿から掲載まで

１．原稿受付日は原則として本学会に原稿の到着した日

とする．

２．投稿論文は，複数の査読者の査読結果にもとづき，

編集委員会が審議し決定する．資料および作品紹介

は，一人以上の査読者の判定とし，その他の原稿の掲

載については，編集委員会の判断に委ねる．査読の結

果，訂正の必要が生じた場合は，期限をつけて著者に

修正を依頼する．期限を越えた場合は，再提出された

日を新たな原稿受付日とする．

３．査読後の訂正は原則として認めない．

４．著者校正において，印刷上の誤り以外の訂正は原則

として認めない．ただし，著者から編集委員会への申

し出があり，これを編集委員会が認めた場合に限り訂

正することができる．

Ⅵ．掲載別刷料

研究論文，研究資料に関しては，会誌に掲載するために

要する費用の著者負担分と別刷５０部の代金を，別に定める

掲載別刷料の規定にしたがって納める．５１部以上の別刷を

必要とするときには，投稿申込書に記入した冊数に従って

別途実費購入する．

Ⅶ．投稿要領

原稿執筆に当たっては，本規定ならびに本学会の執筆要

領を参照すること．

Ⅷ．著作権

１．論文，資料などに関する一切の著作権（日本国著作

権法第２１条から第２８条までに規定するすべての権利を

含む．）は本学会に帰属するが，著作者人格権は著者

に帰属する．

２．特別な事情により前項の原則が適用できない場合は

著者と本学会との間で協議のうえ措置する．

３．著者が著者自身の論文等を複写・翻訳の形で利用す

ることに対し，本学会はこれに異議申立て，もしくは

妨げることをしない．

（本投稿規定は２０１２年１０月１日より施行する．）

会誌『図学研究』投稿規程 １９６７．１１．３０制定 ２０１２．５．１２改訂
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賛助会員

アルテック株式会社 オブジェクト事業部
〒１６０―０００７

東京都新宿区荒木町１３―４

住友不動産四谷ビル３F
TEL：０３―５３６４―３００４
FAX：０３―５３６３―０９４４
http : www.altech.co.jp

オートデスク株式会社
〒１０４―６０２４

東京都中央区晴海１―８―１０

晴海アイランドトリトンスクエア X２４
TEL：０３―６２２１―１６８１
FAX：０３―６２２１―１７８４
http : //www.autodesk.co.jp/

株式会社アルトナー
〒２２２―００３３

神奈川県横浜市港北区新横浜２―５―５

住友不動産新横浜ビル５F
TEL：０４５―２７３―１８５４
FAX：０４５―２７４―１４２８
http : //www.artner.co.jp/

株式会社島津製作所
〒１０１―８４４８

東京都千代田区神田錦町１―３

TEL：０３―３２１９―５７９１
FAX：０３―３２１９―５５２０
http : //www.shimadzu.co.jp/

株式会社武田製図機械製作所
〒１３０―０００３

東京都墨田区横川１―３―９

TEL：０３―３６２６―７８２１
FAX：０３―３６２６―７８２２
http : //www.takeda―ee.com/

株式会社ムトーエンジニアリング
〒１５４―８５６０

東京都世田谷区池尻３―１―３

TEL：０３―６７５８―７１３０
FAX：０３―６７５８―７１３９
http : //www.mutoheng.com/

株式会社森田製図器械製作所
〒５３７―００１２

大阪府大阪市東成区大今里４―１６―４１

TEL：０６―６９７１―２２４０
FAX：０６―６９７１―４６２５

共立出版株式会社
〒１１２―８７００

東京都文京区小日向４―６―１９

TEL：０３―３９４７―２５１１
FAX：０３―３９４７―２５３９
http : //www.kyoritsu―pub.co.jp/

公益財団法人画像情報教育振興協会
〒１０４―００６１

東京都中央区銀座１―８―１６

TEL：０３―３５３５―３５０１
FAX：０３―３５６２―４８４０
http : //www.cgarts.or.jp/

ステッドラー日本株式会社
〒１０１―００３２

東京都千代田区岩本町１丁目６番３号

秀和第３岩本町ビル

TEL：０３―５８３５―２８１１
FAX：０３―５８３５―２９２３
http : //www.staedtler.jp/

ソリッドワークス・ジャパン株式会社
〒１０８―００２２

東京都港区海岸３―１８―１

ピアシティ芝浦ビル

TEL：０３―５４４２―４００１
FAX：０３―５４４２―６２５６
http : //www.solidworks.co.jp/

森北出版株式会社
〒１０２―００７１

東京都千代田区富士見１―４―１１

九段富士見ビル

TEL：０３―３２６５―８３４１
FAX：０３―３２６１―１３４９
http : //www.morikita.co.jp/

ユニインターネットラボ株式会社
〒１０４―００５４

東京都中央区勝どき２―１８―１―１３３９

TEL：０３―６２１９―８０３６
FAX：０３―６２１９―８０３７
http : //www.unilab.co.jp/
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編 集 後 記

暑い夏でした．そして，自然災害も多い夏だったように思いま

す．

モントリオールで開催された The 15 th International Con-

ference on Geometry and Graphicsは，日本からの参加者も多

く，盛況であったようです．私自身は，本務校での前期授業が８

月７日まであり，とうとうモントリオールへは行くことができま

せんでした．近年，授業や会議，また入試などの仕事が，年々増

えています．そして夏休みも短くなりました．そうすると，授業

のない休みの期間に，研究を進めていたはずなのに，その時間も

少なくなっています．みなさまの環境はいかがでしょうか？

さて，「会告」にも掲載されていますが，１０月から，『図学研

究』への投稿方法が変わります．すでに大会発表の原稿申しみ

は，電子的に行われていますから，この方法についての問題はな

いかと思われます．投稿者にとっては，原稿の正副コピーをとっ

たり，郵送しないで済むので，容易になるでしょう．この改革は

会員のためではありますが，これにより編集委員の仕事も，大幅

に省力化できるのです．これまで東京近郊の編集委員が集まる編

集委員会は，少なくとも毎月１回以上，会誌の編集のために，開

催されてきました．そこでは，原稿受領通知や査読依頼，査読結

果通知，そして最終の入稿原稿依頼などの郵送作業も手分けして

行っていたのです．この作業が，電子化されることにより，全員

が顔をつきあわせて行う作業が少なくなりそうです．また，投稿

者への査読結果も速やかにお知らせできると期待しています．そ

して，その分，本来の編集がやるべき会誌の企画などについて議

論する時間がとれるようになると思われます．なお，編集委員会

へのご意見もお寄せいただきたく思います．

ともあれ，みなさまの会誌が有意義なものになるように改革し

てきたのですから，投稿あってこそのものです．多くの投稿をお

待ちしております．

（K. M.）

日本図学会編集委員会

●編集委員長 面出 和子

●編集担当副会長 荒木 勉

●編集理事 安藤 直見

倉田 和夫

今間 俊博

定国 伸吾

竹之内 和樹

舘 知宏

西原 小百合

三谷 純

宮永 美知代

森田 克己

山畑 信博

吉田 晴行
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